
資
　
料

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法
※

葛

城

照

三
　
訳

※
英
・
米
の
海
上
保
険
の
本
や
海
上
保
険
事
件
の
判
例
を
読
む
と
、
時
た
ま
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
上
保
険
法

の
条
文
の
番
号
が
出
て
来
る
。
英
国
海
上
保
険
法
と
内
容
が
殆
ん
ど
全
部
同
じ
で
あ
る
が
、
条
文
の
番
号
が
全
面
的

に
英
国
海
上
保
険
法
と
異
な
る
。
そ
の
た
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
上
保
険
法
の
条
文
の
番
号
だ
け
が
引
用
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
内
容
が
判
ら
ず
に
困
る
こ
と
が
度
々
あ
る
。
昨
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
た
際
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
海
上
保
険
法
を
入
手
し
た
。
わ
が
国
に
一
つ
ぐ
ら
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
上
保
険
法
の
邦
訳
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ

う
と
思
っ
て
、
そ
の
全
文
を
訳
出
し
た
。
各
条
文
の
終
わ
り
に
英
国
海
上
保
険
法
の
条
文
の
番
号
を
付
記
し
た
。

第
一
篇
序
規
定

第
閥
条
（
略
称
お
よ
び
実
施
日
）
本
法
は
、
一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六

　
年
海
上
保
険
法
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
、
布
告
に
よ
っ
て
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ら
れ
る
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
ω
布
告
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
日
は
一
九
一
〇
年
七
月
一
日
で
あ

　
　
　
　
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　　　　　　第
　　　　第第二
第第第第二一条
四三二一篇篇
部部部部　　曾（

目
次
V
　
本
法
律
は
次
の
篇
に
区
分
さ
れ
る
。

序
規
定

海
上
保
険

海
上
保
険
の
範
囲

被
保
険
利
益

保
険
価
額

告
知
お
よ
び
表
示

一
一
五



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　
　
第
五
部
保
険
証
券

　
　
第
六
部
重
複
保
険

　
　
　
　
　
　
ワ
ラ
ソ
ラ
イ
ズ

　
　
第
七
部
担
保

　
　
第
八
部
航
海

　
第
三
篇
　
保
険
証
券
の
譲
渡

　
第
四
篇
保
険
料

　
第
五
篇
　
損
害
お
よ
び
委
付

　
　
第
一
部
　
一
般
規
定

　
　
第
二
部
分
損
（
救
助
料
、
共
同
海
損
お
よ
び
特
別
費
用
を
含
む
）

　
第
六
篇
損
害
填
補
の
限
度

　
　
第
一
部
損
害
に
対
す
る
保
険
者
の
責
任

　
　
第
二
部
損
害
を
支
払
っ
た
時
の
保
険
者
の
権
利

　
第
七
篇
保
険
料
の
払
戻
し

　
第
八
篇
相
互
保
険

　
第
九
篇
補
　
則

第
三
条
　
（
解
釈
）
本
法
に
お
い
て
は
、
反
対
の
意
思
が
明
ら
か
で
あ
る

　
場
合
を
除
き

　
　
「
訴
訟
」
は
、
反
訴
お
よ
び
相
殺
請
求
を
含
む
。

　
　
「
運
送
賃
」
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
運
送
賃
の
ほ
か

　
　
　
に
、
船
主
が
自
己
の
船
舶
を
使
用
し
て
自
己
の
貨
物
ま
た
は
動
産

　
　
　
を
運
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
得
す
る
利
潤
を
含
む
が
、
旅
客
運

一
一
六

　
　
　
送
賃
を
含
ま
な
い
。

　
　
「
動
産
」
は
、
船
舶
以
外
の
可
動
な
有
体
財
産
を
意
味
し
、
貨
幣
、

　
　
　
有
価
証
券
そ
の
他
の
証
書
を
含
む
。

　
　
「
保
険
証
券
」
は
海
上
証
券
を
意
味
す
る
。
（
英
法
九
〇
条
）

第
四
条
　
（
普
通
法
の
諸
原
則
の
留
保
）
　
商
慣
法
を
含
む
普
通
法
の
諸
原

　
則
は
、
本
法
の
明
示
規
定
と
抵
触
す
る
も
の
を
除
き
、
海
上
保
険
契
約

　
に
適
用
さ
れ
る
。
（
英
法
九
一
条
二
項
）

第
五
条
（
一
定
の
英
帝
国
法
お
よ
び
州
法
の
不
適
用
）
第
一
付
則
に
掲

　
げ
ら
れ
た
英
帝
国
法
お
よ
び
州
法
は
、
同
付
則
に
示
し
た
範
囲
に
お
い

　
て
、
本
法
が
適
用
さ
れ
る
一
切
の
海
上
保
険
契
約
ま
た
は
海
上
保
険
証

　
券
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
（
英
法
九
二
条
参
照
）

第
六
条
　
（
本
法
の
適
用
）
　
一
、
本
法
は
州
海
上
保
険
以
外
の
海
上
保
険

　
お
よ
び
関
係
州
の
境
界
を
越
え
て
行
な
わ
れ
る
州
海
上
保
険
に
適
用
さ

　
れ
る
。

　
二
、
本
法
は
、
本
法
の
実
施
前
に
締
結
さ
れ
た
海
上
保
険
契
約
に
は
適

　
用
さ
れ
な
い
。第
二
篇
海
上
保
険

第
一
部
海
上
保
険
の
範
囲

第
七
条
　
（
海
上
保
険
の
定
義
）
海
上
険
保
契
約
は
、
同
契
約
に
よ
っ
て



　
合
意
し
た
方
法
と
範
囲
で
、
海
上
損
害
す
な
わ
ち
航
海
事
業
に
付
随
す

　
る
損
害
を
保
険
者
が
被
保
険
者
に
填
補
す
る
こ
と
を
引
受
け
る
契
約
で

　
あ
る
。
（
英
法
一
条
）

第
八
条
　
（
海
陸
混
合
危
険
）
　
一
、
海
上
保
険
契
約
は
、
そ
の
明
示
の
特

　
約
ま
た
は
商
慣
習
に
よ
っ
て
、
そ
の
担
保
の
範
囲
を
拡
張
し
て
、
海
上

　
航
行
に
付
随
す
る
こ
と
が
あ
る
内
水
ま
た
は
陸
上
危
険
の
損
害
に
対
し

　
て
も
被
保
険
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
建
造
中
の
船
舶
、
船
舶
の
進
水
ま
た
は
航
海
事
業
に
類
似
す
る
一

　
切
の
事
業
が
海
上
保
険
証
券
様
式
の
保
険
証
券
に
よ
っ
て
保
険
に
付
さ

　
れ
る
場
合
に
は
、
本
法
の
諸
規
定
は
、
そ
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
か
ぎ

　
り
、
こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場

　
合
を
除
き
、
本
法
の
規
定
は
、
本
法
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
海
上
保
険

　
契
約
以
外
の
一
切
の
保
険
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
規
を
変
更
ま
た
は
制

　
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
英
法
二
条
）

第
九
条
　
（
航
海
事
業
お
よ
び
海
上
危
険
の
定
義
）
　
胴
、
本
法
の
諸
規
定

　
に
従
い
、
一
切
の
合
法
な
航
海
事
業
は
海
上
保
険
契
約
の
目
的
と
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
特
に
次
の
場
合
に
は
航
海
事
業
が
あ
る
。

　
　
⑥
　
船
舶
、
貨
物
ま
た
は
他
の
動
産
が
海
上
危
険
に
曝
さ
れ
る
場

　
　
　
合
。
か
か
る
財
産
は
本
法
の
下
に
お
い
て
は
こ
れ
を
「
被
保
険
財

　
　
　
産
」
と
称
す
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　
⑥
　
運
送
賃
、
旅
客
運
送
賃
、
報
酬
、
利
潤
も
し
く
は
そ
の
他
の
金

　
　
銭
的
利
益
の
稼
得
ま
た
は
取
得
、
ま
た
は
、
前
渡
金
、
貸
付
金
も

　
　
し
く
は
費
用
の
保
障
が
被
保
険
財
産
が
海
上
危
険
に
曝
さ
れ
る
こ

　
　
と
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
場
合
。

　
◎
　
被
保
険
財
産
の
所
有
者
、
そ
の
他
被
保
険
財
産
に
利
害
関
係
を

　
　
有
す
る
か
ま
た
は
責
任
を
有
す
る
者
が
海
上
危
険
の
理
由
に
よ
っ

　
　
て
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
が
あ
る
場
合
。

　
「
海
上
危
険
」
と
は
、
海
上
の
運
航
に
起
因
ま
た
は
付
随
す
る
危

険
、
す
な
わ
ち
海
固
有
の
危
険
、
火
災
、
戦
争
危
険
、
海
賊
、
漂
盗
、

強
盗
、
捕
獲
、
掌
捕
、
君
主
お
よ
び
人
民
の
抑
留
お
よ
び
抑
止
、
投
荷
、

船
員
の
悪
行
、
そ
の
他
上
記
の
諸
危
険
と
同
種
の
危
険
ま
た
は
保
険
証

券
に
記
載
さ
れ
る
危
険
を
意
味
す
る
。
（
英
法
三
条
）

第
二
部
被
保
険
利
益

第
一
〇
条
（
賭
博
ま
た
は
射
倖
の
た
め
に
す
る
契
約
の
無
効
）
陶
、
射
倖

　
ま
た
は
賭
博
の
た
め
に
す
る
一
切
の
海
上
保
険
契
約
は
無
効
で
あ
る
。

　
二
、
次
の
場
合
に
は
、
海
上
保
険
契
約
は
射
倖
ま
た
は
賭
博
の
た
め
に

　
す
る
契
約
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
＠
　
被
保
険
者
が
本
法
に
定
め
る
被
保
険
利
益
を
有
せ
ず
、
か
つ
、

　
　
　
か
か
る
利
益
を
取
得
す
る
見
込
み
な
く
し
て
契
約
が
締
結
さ
れ
る

　
　
　
場
合
、
ま
た
は

一
一
七



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
－
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　
　
⑥
　
保
険
証
券
が
「
被
保
険
利
益
の
有
無
を
問
わ
な
い
」
、
「
保
険
証

　
　
　
券
自
体
以
外
に
は
被
保
険
利
益
の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
し

　
　
　
な
い
」
、
「
保
険
者
に
救
助
物
取
得
の
権
利
が
な
い
」
、
そ
の
他
上

　
　
　
記
の
文
言
と
同
様
な
文
言
の
条
件
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
る
場
合
。

　
た
だ
し
、
救
助
物
を
得
る
見
込
が
な
い
場
合
に
は
、
保
険
者
に
救
助
物

　
取
得
の
権
利
が
な
い
と
い
う
条
件
で
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。
（
英
法
四
条
）

第
＝
条
（
被
保
険
利
益
の
定
義
）
　
国
、
本
法
の
諸
規
定
に
従
い
、
航

　
海
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
す
べ
て
の
者
は
、
被
保
険
利
益
を
有
す

　
る
。

　
二
、
特
に
、
あ
る
者
が
航
海
事
業
に
関
し
ま
た
は
航
海
事
業
の
危
険
に

　
曝
さ
れ
る
被
保
険
財
産
に
関
し
、
普
通
法
上
ま
た
は
衡
平
法
上
の
関
係

　
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
関
係
を
有
す
る
結
果
と
し
て
、
被
保

　
険
財
産
が
安
全
で
あ
る
こ
と
も
し
く
は
被
保
険
財
産
が
予
定
の
時
期
に

　
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
得
、
被
保
険
財
産
の
滅
失
も
し
く
は

　
損
傷
ま
た
は
遅
延
に
よ
っ
て
損
害
を
被
り
、
ま
た
は
被
保
険
財
産
に
関

　
し
て
責
任
を
負
う
と
き
は
、
そ
の
者
は
航
海
事
業
に
つ
い
て
利
害
関
係

　
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
（
英
法
五
条
）

第
一
二
条
　
（
被
保
険
利
益
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
）

　
一
、
被
保
険
者
は
、
保
険
契
約
締
結
の
時
に
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
利

　
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
、
損
害
発
生
の
時
に
こ
れ
を
有

一
一
八

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
た
だ
し
、
保
険
の
目
的
が
「
滅
失
し
た
と
否
と
を
問
わ
な
い
」
と
い
う

　
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
損
害
発
生
の
後
ま
で
被
保
険
利

　
益
を
取
得
し
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
保
険
契
約
締
結
の
時
に
被
保
険

　
者
が
損
害
発
生
の
事
実
を
知
り
保
険
者
が
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合

　
を
除
き
、
被
保
険
者
は
損
害
を
保
険
者
か
ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
被
保
険
者
が
損
害
発
生
の
時
に
被
保
険
利
益
を
有
し
な
い
場
合
に

　
は
、
被
保
険
者
は
損
害
発
生
の
事
実
を
知
っ
た
後
い
か
な
る
行
為
ま
た

　
は
選
択
に
よ
っ
て
も
被
保
険
利
益
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
英
法
六
条
）

第
＝
二
条
（
消
滅
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
利
益
ま
た
は
未
必
利
益
）

　
一
、
消
滅
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
利
益
は
こ
れ
を
保
険
に
付
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
。
未
必
利
益
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
二
、
特
に
、
貨
物
の
買
主
が
そ
の
貨
物
を
保
険
に
付
し
た
場
合
に
は
、

　
売
主
が
貨
物
の
引
渡
し
を
遅
延
し
た
た
め
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ

　
り
、
買
主
が
自
己
の
選
択
に
よ
っ
て
貨
物
の
引
取
り
を
拒
絶
し
ま
た
は

　
貨
物
を
売
主
の
危
険
負
担
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お

　
い
て
も
、
買
主
は
そ
の
貨
物
に
つ
い
て
被
保
険
利
益
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
法
七
条
）

第
隔
四
条
　
（
薗
部
の
利
益
）
性
質
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
一
部
の
利
益

　
は
、
こ
れ
を
保
険
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
八
条
）



第
口
五
条
　
（
再
保
険
）
　
繭
、
海
上
保
険
契
約
の
保
険
者
は
、
自
己
の
保

　
険
責
任
に
つ
い
て
被
保
険
利
益
を
有
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
再
保
険
を
付

　
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
二
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
被
保
険
者
は

　
前
項
の
再
保
険
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
権
利
ま
た
は
利
益
を
有
し
な
い
。

　
（
英
法
九
条
）

等
旧
六
条
（
冒
険
貸
借
）
船
舶
冒
険
貸
借
ま
た
は
積
荷
冒
険
貸
借
の
貸

　
主
は
、
そ
の
貸
付
金
に
つ
い
て
被
保
険
制
度
を
有
す
る
。
（
英
法
一
〇
条
）

第
一
七
条
（
船
長
お
よ
び
海
員
の
給
料
）
船
長
お
よ
び
船
舶
乗
組
員
の

　
す
べ
て
の
者
は
、
自
己
の
給
料
に
つ
い
て
、
被
保
険
利
益
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
法
一
一
条
）

第
一
八
条
　
（
前
払
運
送
賃
）
前
払
運
送
賃
の
場
合
に
お
い
て
は
、
運
送

　
賃
を
前
払
い
す
る
者
は
、
損
害
発
生
の
場
合
に
そ
の
運
送
賃
の
払
戻
し

　
を
受
け
な
い
限
度
に
お
い
て
、
被
保
険
利
益
を
有
す
る
。
（
英
塗
二
条
）

第
騙
九
条
（
保
険
の
費
用
）
被
保
険
者
は
、
自
己
の
付
す
る
一
切
の
保

　
険
の
費
用
に
つ
い
て
、
被
保
険
利
益
を
有
す
る
。
（
英
法
≡
条
）

第
二
〇
条
　
（
被
保
険
利
益
の
大
き
さ
）
　
一
、
保
険
の
目
的
に
抵
当
権
が

　
設
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
設
置
者
は
保
険
の
目
的
の
全

　
価
額
に
つ
い
て
被
保
険
利
益
を
有
し
、
抵
当
権
者
は
抵
当
権
に
基
づ
き

　
支
払
わ
れ
る
金
額
ま
た
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
に
つ
い
て
被

　
保
険
利
益
を
有
す
る
。
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二
、
抵
当
権
者
、
荷
受
人
そ
の
他
保
険
の
目
的
に
利
害
関
係
を
有
す
る

　
者
は
、
自
己
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
利
害
関
係
を
有
す
る
他
人
の
た
め

　
に
も
、
保
険
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
被
保
険
財
産
の
所
有
者
は
、
損
害
発
生
の
場
合
に
第
三
者
が
所
有

　
者
に
損
害
を
補
償
す
る
こ
と
を
約
し
ま
た
は
補
償
す
る
責
を
負
う
場
合

　
に
お
い
て
も
、
被
保
険
財
産
の
全
価
額
に
つ
い
て
被
保
険
利
益
を
有
す

　
る
。
（
英
法
一
四
条
）

第
二
聞
条
　
（
利
益
の
譲
渡
）
　
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
有
す

　
る
自
己
の
利
益
を
譲
渡
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
こ
れ
を
手
放
す

　
場
合
に
は
、
保
険
契
約
上
の
被
保
険
者
の
権
利
を
譲
受
人
に
移
転
す
る

　
旨
の
明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意
が
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
被

　
保
険
者
は
保
険
契
約
上
の
権
利
を
譲
受
人
に
譲
渡
す
る
も
の
で
は
な

　
い
。

　
　
た
だ
し
、
本
条
の
規
定
は
法
律
の
効
果
に
よ
る
利
益
の
移
転
を
制
限

　
し
な
い
。
（
英
法
一
五
条
）

第
三
部
保
険
価
額

第
ニ
ニ
条
　
（
保
険
価
額
の
算
定
基
準
）
保
険
証
券
に
明
示
の
規
定
ま
た

　
は
評
価
額
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
、
保
険
の
目
的
の
保

　
険
価
額
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
＠
　
船
舶
の
保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
険
価
額
は
、
礒
装
船
具
、

一
一
九
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高
級
船
員
お
よ
び
普
通
船
員
用
の
食
料
品
お
よ
び
消
耗
品
、
海
員

　
の
給
料
の
前
渡
金
お
よ
び
保
険
証
券
に
定
め
た
航
海
ま
た
は
航
海

　
事
業
の
た
め
に
船
舶
を
堪
航
な
ら
し
め
る
た
め
に
支
出
し
た
そ
の

　
他
の
船
費
（
も
し
あ
れ
ば
）
を
含
む
保
険
開
始
の
時
に
お
け
る
船

　
舶
の
価
額
に
、
以
上
全
体
に
対
す
る
保
険
の
費
用
を
加
え
た
額
で

　
あ
る
。

　
　
汽
船
の
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
価
額
は
、
前
項
の
ほ
か
に
、
機
械

　
お
よ
び
汽
罐
を
含
み
、
か
つ
、
石
炭
お
よ
び
機
関
用
貯
蔵
品
に
し

　
て
被
保
険
者
の
所
有
に
属
す
る
も
の
な
ら
ば
こ
れ
を
含
み
、
ま
た

　
特
殊
の
事
業
に
従
事
す
る
船
舶
の
場
合
に
は
、
当
該
事
業
に
必
要

　
な
通
常
の
蟻
装
品
を
含
む
。

⑥
　
運
送
賃
の
保
険
に
お
い
て
は
、
前
払
運
送
賃
で
あ
る
と
否
と
を

　
問
わ
ず
、
そ
の
保
険
価
額
は
、
被
保
険
者
の
危
険
に
属
す
る
運
送

　
賃
の
総
額
に
保
険
の
費
用
を
加
え
た
額
で
あ
る
。

＠
　
貨
物
ま
た
は
商
品
の
保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
険
価
額
は
、
被

　
保
険
財
産
の
原
価
に
船
積
費
用
お
よ
び
船
積
に
付
随
す
る
費
用
な

　
ら
び
に
以
上
全
体
に
対
す
る
保
険
の
費
用
を
加
え
た
額
で
あ
る
。

④
　
そ
の
他
の
保
険
の
目
的
の
保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
険
価
額

　
は
、
保
険
契
約
の
効
力
が
始
ま
る
時
に
被
保
険
者
の
危
険
に
属
す

　
る
金
額
に
保
険
の
費
用
を
加
え
た
額
で
あ
る
。
（
英
法
一
六
条
）

第
四
部
　
告
知
お
よ
び
表
示

一
二
〇

第
≡
二
条
　
（
保
険
は
最
大
善
意
に
拠
る
）
　
海
上
保
険
契
約
は
最
大
善
意

　
に
基
づ
く
契
約
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
一
方
が
最
大
善
意
を
守
ら
な
い

　
場
合
に
は
、
他
方
は
そ
の
契
約
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
英
法
一
七
条
）

第
二
四
条
（
被
保
険
者
の
告
知
）
　
国
、
本
条
の
規
定
に
従
い
、
被
保
険

　
者
は
、
自
己
の
了
知
す
る
一
切
の
重
要
な
事
項
を
、
契
約
成
立
前
に
保

　
険
者
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
保
険
者
は
、
通
常
の
業
務
上

　
当
然
了
知
し
て
い
る
べ
き
一
切
の
事
項
を
了
知
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ

　
る
。
被
保
険
者
が
か
か
る
告
知
を
な
す
こ
と
を
怠
る
と
き
は
、
保
険
者

　
は
そ
の
契
約
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
慎
重
な
保
険
者
が
保
険
料
を
定
め
ま
た
は
保
険
を
引
受
け
る
か
ど

　
う
か
を
決
意
す
る
に
当
っ
て
そ
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
一
切
の

　
事
項
は
、
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

　
三
、
次
の
事
項
は
、
質
問
が
な
い
か
ぎ
り
、
告
知
す
る
こ
と
を
要
し
な

　
い
。
す
な
わ
ち

　
　
＠
　
危
険
を
減
少
す
る
一
切
の
事
項

　
　
⑥
　
保
険
者
が
了
知
す
る
か
ま
た
は
了
知
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る

　
　
　
踊
切
の
事
項
。
保
険
者
は
、
周
知
ま
た
は
常
識
の
事
項
お
よ
び
保

　
　
　
険
者
が
通
常
の
業
務
上
か
く
か
く
の
も
の
と
し
て
当
然
了
知
す
べ



　
　
　
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
了
知
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
◎
　
保
険
者
が
通
知
を
受
け
る
権
利
を
放
棄
し
た
一
切
の
事
項

　
　
④
　
明
示
ま
た
は
黙
示
の
担
保
が
あ
る
た
め
に
告
知
す
る
こ
と
が
余

　
　
　
計
で
あ
る
一
切
の
事
項

　
四
、
告
知
さ
れ
な
い
特
定
の
事
項
が
重
要
で
あ
る
か
否
か
は
、
各
場
合

　
に
お
け
る
事
実
問
題
で
あ
る
。

　
五
、
　
「
事
項
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
被
保
険
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
一

　
切
の
通
信
ま
た
は
被
保
険
者
の
受
け
た
一
切
の
情
報
が
含
ま
れ
る
。

　
（
英
法
一
八
条
）

第
二
五
条
（
保
険
契
約
を
締
結
す
る
代
理
人
の
告
知
）
告
知
す
る
こ
と

　
を
要
し
な
い
事
項
に
関
す
る
前
条
の
規
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

　
を
除
き
、
保
険
契
約
が
被
保
険
者
の
た
め
に
代
理
人
に
よ
っ
て
締
結
さ

　
れ
る
場
合
に
は
、
代
理
人
は
、
次
の
事
項
を
保
険
者
に
告
知
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
＠
代
理
人
が
了
知
す
る
一
切
の
重
要
な
事
項
。
保
険
を
付
す
る
代

　
　
　
理
人
は
、
そ
の
通
常
の
業
務
上
当
然
了
知
し
て
い
る
べ
き
一
切
の

　
　
　
事
項
ま
た
は
当
然
代
理
人
に
通
知
さ
れ
た
筈
の
一
切
の
事
項
を
了

　
　
　
知
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　
⑥
　
被
保
険
者
が
告
知
す
る
義
務
を
負
う
一
切
の
重
要
な
事
項
。
た

　
　
　
だ
し
、
被
保
険
者
が
遅
く
了
知
し
た
た
め
に
こ
の
事
項
を
代
理
人

　
　
　
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
ー
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　
　
　
、
。
（
英
法
一
九
条
）

　
　
　
し

第
二
六
条
　
（
契
約
締
結
の
交
渉
中
の
表
示
）
　
閣
、
契
約
交
渉
中
で
あ
っ

　
て
契
約
が
成
立
す
る
前
に
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
保
険
者
に

　
対
し
て
な
し
た
一
切
の
重
要
な
表
示
は
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
し
そ
れ
が
不
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
保
険
者
は
契
約
を
取
消
す
こ
と
が

　
で
き
る
。

　
二
、
慎
重
な
保
険
者
が
保
険
料
を
定
め
ま
た
は
危
険
を
引
受
け
る
か
ど

　
う
か
を
決
意
す
る
に
当
っ
て
そ
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
表
示

　
は
、
重
要
な
表
示
で
あ
る
。

　
三
、
表
示
は
事
実
問
題
に
関
す
る
表
示
で
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
期
待

　
ま
た
は
信
念
の
問
題
に
関
す
る
表
示
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
四
、
事
実
問
題
に
関
す
る
表
示
は
、
も
し
そ
れ
が
実
質
的
に
正
確
で
あ

　
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
表
示
さ
れ
る
も
の
と
現
実
に
正
確
な
も
の
と
の
間

　
の
相
違
が
慎
重
な
保
険
者
に
よ
っ
て
重
要
と
み
な
さ
れ
な
い
筈
の
も
の

　
で
あ
る
な
ら
ば
、
真
実
な
表
示
で
あ
る
。

　
五
、
期
待
ま
た
は
信
念
の
問
題
に
関
す
る
表
示
は
、
も
L
そ
れ
が
善
意

　
に
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
真
実
な
表
示
で
あ
る
。

　
六
、
表
示
は
、
契
約
成
立
前
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
撤
回
し
ま
た
は
訂

　
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
七
、
特
定
の
表
示
が
重
要
な
表
示
で
あ
る
か
否
か
は
、
各
場
合
に
お
け

　
る
事
実
問
題
で
あ
る
。
（
英
法
二
〇
条
）

一
二
一
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第
二
七
条
　
（
契
約
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
時
期
）
　
海
上
保
険

　
契
約
は
、
被
保
険
者
の
申
込
み
が
保
険
者
に
よ
っ
て
承
諾
さ
れ
る
時
に

　
成
立
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
時
に
保
険
証
券
が
発
行
さ
れ
る
と

　
否
と
を
問
わ
な
い
。
申
込
み
が
承
諾
さ
れ
た
時
期
を
証
明
す
る
目
的
の

　
た
め
に
は
、
ス
リ
ッ
プ
、
保
険
引
受
証
そ
の
他
の
慣
用
覚
書
を
引
用
す

　
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
（
英
法
三
条
）

第
五
部
保
険
証
券

第
二
八
条
　
（
契
約
は
保
険
証
券
に
具
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
　
一

　
切
の
制
定
法
の
諸
規
定
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
海
上
保
険
契
約
は
、
本

　
法
に
従
っ
て
海
上
保
険
証
券
に
具
現
さ
れ
な
け
れ
ば
、
同
契
約
に
基
づ

　
く
損
害
の
填
補
請
求
の
た
め
の
訴
訟
に
お
い
て
証
拠
上
認
め
ら
れ
な

　
い
。
保
険
証
券
は
、
契
約
成
立
の
時
ま
た
は
そ
の
後
に
お
い
て
、
こ
れ

　
を
作
成
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
（
英
法
二
二
条
参
照
）

第
二
九
条
（
保
険
証
券
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
）
保
険
証

　
券
に
は
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
＠
　
被
保
険
者
の
名
前
ま
た
は
被
保
険
者
の
た
め
に
保
険
契
約
を
締

　
　
　
結
す
る
者
の
名
前

　
　
⑥
保
険
の
目
的
お
よ
び
保
険
に
付
さ
れ
た
危
険

　
　
＠
保
険
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
航
海
も
し
く
は
期
間
ま
た
は
そ
の

　
　
　
両
方

一
二
二

　
　
④
保
険
金
額

　
　
＠
保
険
者
の
名
前
（
英
法
…
秦
参
照
）

第
三
〇
条
　
（
保
険
者
の
署
名
）
　
旧
、
海
上
保
険
証
券
は
保
険
者
に
よ
っ

　
て
、
ま
た
は
、
保
険
者
の
た
め
に
署
名
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
た
だ

　
し
、
法
人
の
場
合
に
は
、
法
人
の
印
章
で
十
分
で
あ
る
。
本
条
の
規
定

　
は
、
法
人
の
署
名
が
印
章
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の

　
と
こ
れ
を
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
二
、
保
険
証
券
が
二
名
以
上
の
保
険
者
に
よ
っ
て
ま
た
は
二
名
以
上
の

　
保
険
者
の
た
め
に
署
名
さ
れ
る
場
合
に
は
、
反
対
の
表
示
が
な
い
限
り
、

　
各
署
名
は
被
保
険
者
と
の
各
別
の
契
約
を
構
成
す
る
。
（
英
法
一
西
条
）

第
三
一
条
　
（
航
海
保
険
証
券
お
よ
び
期
間
保
険
証
券
）
　
一
、
契
約
が
保

　
険
の
目
的
を
あ
る
地
「
に
お
い
て
お
よ
び
そ
こ
か
ら
」
、
ま
た
は
、
あ

　
る
地
か
ら
、
他
の
一
つ
の
地
ま
た
は
数
個
の
地
ま
で
保
険
す
る
契
約
で

　
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
証
券
は
「
航
海
保
険
証
券
」
と
呼
ば
れ
、

　
契
約
が
保
険
の
目
的
を
一
定
の
期
間
に
対
し
て
保
険
す
る
契
約
で
あ
る

　
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
証
券
は
「
期
間
保
険
証
券
」
と
呼
ば
れ
る
。
航

　
海
と
期
間
の
両
方
に
対
す
る
契
約
を
同
一
保
険
証
券
に
含
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
。

　
二
、
一
二
か
月
を
超
え
る
期
間
に
対
し
て
作
成
さ
れ
る
期
間
保
険
証
券

　
は
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保
険
期
間
満
了
の
時
に
船
舶
が
海
上
に
あ
る

　
か
ま
た
は
航
海
が
完
了
し
な
い
場
合
に
は
、
保
険
の
目
的
は
船
舶
が
仕



　
向
地
に
到
達
す
る
ま
で
ま
た
は
到
達
後
三
〇
日
を
超
え
な
い
相
当
の
期

　
間
引
続
き
担
保
さ
れ
る
と
い
う
主
旨
の
合
意
を
期
間
保
険
証
券
に
挿
入

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
保
険
証
券
は
、
上
記
の
合
意
の
理
由
に
よ

　
っ
て
こ
の
保
険
証
券
が
一
二
か
月
を
超
え
る
期
間
に
対
し
て
利
用
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
根
拠
の
み
に
よ
っ
て
は
、
無
効
と
な
ら
な
い
。

　
（
英
法
二
五
条
参
照
）

第
三
二
条
　
（
保
険
の
目
的
の
表
示
）
　
閑
、
保
険
の
目
的
は
相
当
正
確
に

　
海
上
保
険
証
券
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
二
、
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
被
保
険
者
の
有
す
る
利
益
の
性
質
お
よ
び

　
範
囲
は
こ
れ
を
保
険
証
券
に
明
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

　
三
、
保
険
証
券
に
保
険
の
目
的
を
総
括
的
文
言
で
記
載
す
る
場
合
に

　
は
、
そ
の
保
険
証
券
は
被
保
険
者
が
保
険
に
付
す
る
こ
と
を
意
図
し
た

　
利
益
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
四
、
本
条
を
適
用
す
る
に
当
っ
て
は
、
保
険
の
目
的
の
表
示
を
律
す
る

　
一
切
の
事
実
た
る
慣
習
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
英
法
三
ハ
条
）

第
三
三
条
　
（
評
価
済
保
険
証
券
）
　
幽
、
保
険
証
券
は
評
価
済
保
険
証
券

　
か
ま
た
は
評
価
未
済
保
険
証
券
の
い
ず
れ
か
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
評
価
済
保
険
証
券
は
保
険
の
目
的
の
協
定
価
額
を
記
載
し
た
保
険

　
証
券
で
あ
る
。

　
三
、
本
法
の
諸
規
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
か
つ
、
詐

　
欺
が
な
い
場
合
に
は
、
保
険
証
券
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
価
額
は
、
保
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険
者
と
被
保
険
者
と
間
に
お
い
て
は
、
損
害
が
全
損
で
あ
る
と
分
損
で

　
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
保
険
に
付
す
べ
く
意
図
し
た
目
的
の
保
険
価
額
と

　
し
て
不
可
争
で
あ
る
。

　
四
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
証
券
に
よ

　
っ
て
定
め
ら
れ
た
価
額
は
、
推
定
全
損
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
定
す

　
る
目
的
の
た
め
に
は
、
不
可
争
で
な
い
。
（
英
法
二
七
条
）

第
三
四
条
　
（
評
価
未
済
保
険
証
券
）
　
評
価
未
済
保
険
証
券
は
、
保
険
の

　
目
的
の
価
額
を
記
載
せ
ず
、
保
険
金
額
を
限
度
と
し
て
、
先
に
定
め
た

　
方
法
で
後
日
保
険
価
額
を
確
か
め
る
保
険
証
券
で
あ
る
。
（
英
法
二
八
条
）

第
三
五
条
　
（
醐
隻
ま
た
は
二
隻
以
上
の
船
舶
に
積
込
む
条
件
の
船
名
等

　
未
詳
保
険
証
券
）
　
国
、
船
名
等
未
詳
保
険
証
券
は
、
総
括
的
文
言
で

　
保
険
契
約
を
記
述
し
、
船
名
お
よ
び
そ
の
他
の
細
目
を
後
日
の
確
定
通

　
知
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
保
険
証
券
で
あ
る
。

　
二
、
後
日
の
確
定
通
知
は
、
保
険
証
券
の
裏
書
ま
た
は
そ
の
他
の
慣
習

　
的
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
確
定
通
知
は
、

　
発
送
ま
た
は
船
積
の
順
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貨
物
の
場

　
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
確
定
通
知
は
保
険
証
券
の
文
言
に
該
当
す
る
一

　
切
の
積
送
品
を
包
含
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
貨
物
そ
の
他
の
財

　
産
の
価
額
は
正
直
に
こ
れ
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

　
確
定
通
知
の
脱
漏
ま
た
は
誤
謬
は
、
そ
れ
が
善
意
に
な
さ
れ
た
場
合
に

二
一
三
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か
ぎ
り
、
損
害
発
生
後
ま
た
は
貨
物
の
到
達
後
に
お
い
て
も
こ
れ
を
訂

　
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
価
額
の
確
定
通

　
知
が
損
害
発
生
ま
た
は
貨
物
到
達
の
通
知
の
後
ま
で
な
さ
れ
な
い
場
合

　
に
は
、
そ
の
保
険
証
券
は
、
価
額
の
確
定
通
知
の
目
的
物
に
関
し
て

　
は
、
評
価
未
済
保
険
証
券
と
し
て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
法
二
九
条
）

第
三
六
条
　
（
保
険
証
券
の
用
語
の
解
釈
）
　
－
、
保
険
証
券
は
第
二
付
則

　
に
掲
げ
た
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
本
法
の
諸
規
定
に
従
い
、
か
つ
保
険
証
券
の
文
脈
上
別
段
の
解
釈

　
を
要
す
る
場
合
を
除
き
、
第
二
付
則
に
掲
げ
た
用
語
お
よ
び
表
現
は
、

　
同
付
則
に
お
い
て
こ
れ
に
付
し
た
範
囲
と
意
味
と
を
有
す
る
も
の
と
解

　
さ
な
け
、
れ
げ
皿
な
ら
，
な
い
。
（
英
法
三
〇
条
参
照
）

第
三
七
条
　
（
追
っ
て
協
定
さ
れ
る
べ
き
保
険
料
）
　
国
、
保
険
契
約
が
保

　
険
料
は
追
っ
て
協
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
と
い
う
条
件
で
締
結
さ

　
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
協
定
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
相
当

　
な
保
険
料
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

　
二
、
保
険
契
約
が
、
一
定
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
追
っ
て
割
増
保

　
険
料
が
協
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
い
う
条
件
で
締
結
さ
れ
た
場
合

　
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
生
じ
て
も
割
増
保
険
料
の
協
定
が
な
さ
れ
な

　
か
っ
た
と
き
は
、
相
当
な
割
増
保
険
料
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
す

る
。
（
英
法
一
三
条
）第
六
部
重
複
保
険

二
四

第
三
八
条
　
（
重
複
保
険
）
　
嘱
、
同
一
の
危
険
お
よ
び
同
一
の
利
益
ま
た

　
は
そ
の
一
部
に
つ
い
て
二
つ
以
上
の
保
険
契
約
が
被
保
険
者
に
よ
っ
て

　
ま
た
は
被
保
険
者
の
た
め
に
締
結
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
保
険
金
額

　
が
本
法
の
許
容
す
る
填
補
額
を
こ
え
る
と
ぎ
は
、
被
保
険
者
は
重
複
保

　
険
に
よ
っ
て
超
過
保
険
を
付
し
た
も
の
と
一
言
わ
れ
る
。

　
二
、
被
保
険
老
が
重
複
保
険
に
よ
っ
て
超
過
保
険
を
付
し
た
場
合
に

　
は
、

　
　
＠
　
被
保
険
者
は
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　
　
　
自
己
の
適
当
と
考
え
ら
れ
る
順
序
に
従
っ
て
各
保
険
者
に
支
払
い

　
　
　
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
は
本
法
の
許

　
　
　
容
す
る
填
補
額
を
こ
え
る
金
額
を
受
取
る
権
利
は
な
い
。

　
　
⑥
被
保
険
者
が
保
険
金
を
請
求
す
る
保
険
証
券
が
評
価
済
保
険
証

　
　
　
券
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
保
険
の
目
的
の
実
価
の
い

　
　
　
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
保
険
証
券
の
下
で
受
取
っ
た
金
額
を

　
　
　
そ
の
評
価
額
か
ら
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
＠
　
被
保
険
者
が
保
険
金
を
請
求
す
る
保
険
証
券
が
評
価
未
済
保
険

　
　
　
証
券
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
他
の
保
険
証
券
の
下
で

　
　
　
受
取
っ
た
金
額
を
そ
の
総
保
険
価
額
か
ら
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら



　
な
い
。

④
被
保
険
者
が
本
法
の
許
容
す
る
填
補
額
を
こ
え
る
金
額
を
受
取

　
っ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
そ
の
超
過
額
を
保
険
者
相
互
間

　
の
分
担
権
に
従
っ
て
、
各
保
険
者
の
た
め
に
受
託
し
た
も
の
と
み

　
な
さ
れ
る
。
（
英
法
三
二
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ラ
　
ソ
　
テ
　
イ

　
　
　
第
七
部
　
担
　
　
保

第
三
九
条
　
（
担
保
の
性
質
）
　
国
、
担
保
は
、
こ
れ
に
関
す
る
次
条
以
下

　
の
条
文
に
お
い
て
は
、
確
約
的
担
保
を
意
味
す
る
。
確
約
的
担
保
と
は
、

　
特
定
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
し
く
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
、
も
し
く

　
は
あ
る
条
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
被
保
険
者
が
約
束
す
る
担
保
、
ま

　
た
は
被
保
険
者
が
事
実
の
特
定
の
状
態
の
存
在
を
肯
定
す
る
か
も
し
く

　
は
否
定
す
る
担
保
で
あ
る
。

　
二
、
担
保
は
明
示
担
保
の
こ
と
も
あ
れ
ば
黙
示
担
保
の
こ
と
も
あ
る
。

　
三
、
第
一
項
に
定
義
し
た
担
保
は
、
危
険
に
対
し
て
重
要
で
あ
る
と
否

　
と
を
問
わ
ず
、
正
確
に
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
正
確
に
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
、
保
険
証
券
に
明
示
の
規
定
が
あ

　
る
場
合
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
保
険
者
は
担
保
違
反
の
日
か
ら

　
責
任
を
解
除
さ
れ
る
が
、
そ
の
日
よ
り
前
に
保
険
者
に
生
じ
た
責
任
に

　
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
（
英
法
一
…
条
）

第
四
〇
条
　
（
担
保
違
反
が
許
容
さ
れ
る
場
合
）
　
繍
、
担
保
の
不
充
足
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は
、
事
情
の
変
更
に
よ
っ
て
担
保
が
契
約
の
事
情
に
適
し
な
く
な
る
と

　
き
、
ま
た
は
担
保
の
充
足
が
そ
の
後
の
法
律
に
よ
っ
て
違
法
と
な
る
と

　
き
は
、
許
容
さ
れ
る
。

　
二
、
担
保
の
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
損
害
発
生
前
に

　
そ
の
違
反
が
矯
正
さ
れ
て
担
保
が
充
足
さ
れ
た
と
い
う
抗
弁
を
援
用
す

　
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
三
、
保
険
者
は
、
担
保
違
反
に
つ
い
て
、
そ
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。
（
英
法
三
四
条
）

第
四
隅
条
（
明
示
担
保
）
　
繭
、
明
示
担
保
は
、
担
保
と
な
す
べ
き
意
思

　
が
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
字
句
を
用
い
て
も
差
支
え

　
な
い
。

　
二
、
明
示
担
保
は
、
保
険
証
券
に
挿
入
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
書
込
ま

　
れ
る
か
、
ま
た
は
引
用
に
よ
っ
て
保
険
証
券
に
結
合
さ
れ
る
書
類
の
中

　
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
三
、
明
示
担
保
は
、
そ
れ
が
黙
示
担
保
と
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
黙
示

　
担
保
を
排
除
し
な
い
。
（
英
法
三
五
条
）

第
四
二
条
　
（
中
立
担
保
）
　
騨
、
船
舶
で
あ
る
と
貨
物
で
あ
る
と
を
間
わ

　
ず
、
被
保
険
財
産
が
中
立
財
産
で
あ
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
担
保
さ

　
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
財
産
が
保
険
開
始
の
時
に
中
立
的
性
質
を
有
す

　
る
こ
と
、
お
よ
び
、
被
保
険
者
が
事
情
を
支
配
し
う
る
か
ぎ
り
、
中
立
的

　
性
質
が
保
険
期
間
中
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
黙
示
条
件
と
す
る
。

一
二
五
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二
、
船
舶
が
「
中
立
」
で
あ
る
こ
と
を
明
文
を
も
っ
て
担
保
さ
れ
る
場

　
合
に
は
、
前
項
に
定
め
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
被
保
険
者
が
事
情
を
支
配

　
し
う
る
か
ぎ
り
、
船
舶
が
適
当
に
書
類
を
備
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
船

　
舶
が
そ
の
中
立
性
を
立
証
す
る
の
に
必
要
な
書
類
を
備
え
付
け
る
こ
と

　
お
よ
び
船
舶
が
そ
の
書
類
を
偽
造
も
し
く
は
隠
匿
し
な
い
こ
と
、
ま
た

　
は
偽
造
書
類
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
黙
示
条
件
と
す
る
。
こ

　
の
条
件
の
違
反
に
よ
っ
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
契
約

　
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
…
ハ
条
）

第
四
三
条
　
（
国
籍
に
関
す
る
黙
示
担
保
は
な
い
）
　
舶
舶
の
国
籍
に
関
し

　
て
は
黙
示
担
保
は
な
い
。
ま
た
船
舶
の
国
籍
が
保
険
期
間
中
変
更
さ
れ

　
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
黙
示
担
保
も
な
い
。
（
英
法
三
七
条
）

第
四
四
条
　
（
安
全
担
保
）
保
険
の
目
的
が
特
定
の
日
に
「
無
事
」
ま
た

　
は
「
安
全
」
で
あ
る
こ
と
を
担
保
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
日
中
の
任

　
意
の
時
刻
に
安
全
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
（
英
法
三
八
条
）

第
四
五
条
　
（
船
舶
の
堪
航
担
保
）
　
閣
、
航
海
保
険
に
お
い
て
は
、
航
海

　
開
始
の
時
に
船
舶
が
保
険
に
付
さ
れ
た
特
定
の
航
海
事
業
遂
行
の
た
め

　
に
堪
航
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
黙
示
担
保
が
あ
る
。

　
二
、
船
舶
が
港
に
在
る
間
に
保
険
契
約
の
効
力
が
開
始
す
る
場
合
に
お

　
い
て
は
、
前
項
に
定
め
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
船
舶
が
保
険
開
始
の
時
に

　
そ
の
港
の
通
常
の
危
険
に
対
抗
す
る
の
に
合
理
的
に
適
し
て
い
な
け
れ

　
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
黙
示
担
保
が
あ
る
。

二
一
六

　
三
、
保
険
が
異
な
る
段
階
に
分
け
て
遂
行
さ
れ
る
航
海
に
関
す
る
も
の

　
で
あ
っ
て
、
そ
の
航
海
中
段
階
が
異
な
る
に
従
っ
て
船
舶
が
異
な
る
種

　
類
の
準
備
も
し
く
は
礒
装
ま
た
は
一
層
完
全
な
準
備
も
し
く
は
蟻
装
を

　
な
す
こ
と
を
要
す
る
場
合
に
は
、
船
舶
は
、
各
段
階
の
開
始
の
時
に
そ

　
の
準
備
ま
た
は
蟻
装
に
関
し
て
、
そ
の
段
階
の
航
行
の
た
め
に
堪
航
で

　
あ
る
と
い
う
黙
示
担
保
が
あ
る
。

　
四
、
船
舶
が
保
険
に
付
さ
れ
た
航
海
事
業
の
通
常
の
海
固
有
の
危
険
に

　
対
抗
す
る
こ
と
に
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
合
理
的
に
適
し
て
い
る
と
き

　
は
、
船
舶
は
堪
航
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
五
、
期
間
保
険
に
お
い
て
は
、
船
舶
が
航
海
事
業
の
い
か
な
る
段
階
に

　
お
い
て
も
堪
航
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
黙
示
担
保
は
な
い
。
た

　
だ
し
、
被
保
険
者
が
ひ
そ
か
に
知
り
な
が
ら
船
舶
を
不
堪
航
状
態
で
就

　
航
せ
し
め
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
不
堪
航
に
起
因
す
る
一
切
の
損
害

　
に
つ
い
て
責
を
負
わ
な
い
。
（
英
法
三
九
条
）

第
四
六
条
　
（
貨
物
が
堪
航
で
あ
る
と
い
う
黙
示
担
保
は
な
い
）
　
一
、
貨

　
物
ま
た
は
そ
の
他
の
動
産
の
保
険
に
お
い
て
は
、
貨
物
ま
た
は
動
産
が

　
堪
航
で
あ
る
と
い
う
黙
示
担
保
は
な
い
。

　
二
、
貨
物
ま
た
は
そ
の
他
の
動
産
の
航
海
保
険
に
お
い
て
は
、
航
海
開

　
始
の
時
船
舶
が
船
舶
と
し
て
堪
航
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
貨
物
ま
た
は

　
そ
の
他
の
動
産
を
保
険
証
券
に
定
め
た
到
達
港
ま
で
運
送
す
る
の
に
合

　
理
的
に
適
し
て
い
る
と
い
う
黙
示
担
保
が
あ
る
。
（
英
法
四
〇
条
）



第
四
七
条
　
（
適
法
担
保
）
　
保
険
に
付
さ
れ
た
航
海
事
業
が
適
法
な
航
海

　
事
業
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
被
保
険
者
が
事
情
を
支
配
し
う
る
か
ぎ
り
、

　
そ
の
航
海
事
業
が
適
法
な
方
法
で
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
と
い
う
黙
示
担
保
が
あ
る
。
（
英
法
璽
条
）

第
八
部
　
航

海

第
四
八
条
　
（
危
険
開
始
に
関
す
る
黙
示
条
件
）
　
一
、
保
険
の
目
的
が
、

　
航
海
保
険
証
券
に
よ
っ
て
、
特
定
の
地
「
に
お
い
て
お
よ
び
そ
の
地
か

　
ら
」
の
条
件
ま
た
は
特
定
の
地
「
か
ら
」
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る

　
場
合
に
は
、
船
舶
は
、
保
険
契
約
締
結
の
時
に
そ
の
地
に
居
る
こ
と
を

　
要
し
な
い
が
、
航
海
事
業
が
相
当
の
期
間
内
に
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
航
海
事
業
が
相
当
の
期
間
内
に
開
始
さ
れ
な

　
い
と
き
は
、
保
険
者
は
契
約
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
と
い
う

　
黙
示
条
件
が
あ
る
。

　
二
、
前
項
の
黙
示
条
件
は
、
遅
延
が
保
険
契
約
締
結
前
に
保
険
者
の
了

　
知
す
る
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た

　
は
保
険
者
が
こ
の
黙
示
条
件
に
関
す
る
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
を
証
明

　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
四
二
条
）

第
四
九
条
　
（
発
航
港
の
変
更
）
　
発
航
地
が
保
険
証
券
に
記
載
さ
れ
て
い

　
る
場
合
に
お
い
て
、
船
舶
が
そ
の
地
か
ら
出
帆
せ
ず
に
他
の
地
か
ら
出

　
帆
す
る
と
き
は
、
保
険
者
の
責
任
は
開
始
し
な
い
。
（
英
法
四
三
条
）

オ
ー
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第
五
〇
条
　
（
異
な
る
到
達
港
に
向
っ
て
の
出
帆
）
到
達
港
が
保
険
証
券

　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
船
舶
が
そ
の
到
達
港
に
向
っ
て

　
出
帆
せ
ず
に
他
の
到
達
港
に
向
っ
て
出
帆
す
る
と
き
は
、
保
険
者
の
責

　
任
は
開
始
し
な
い
。
（
英
法
四
四
条
）

第
五
一
条
　
（
航
海
の
変
更
）
　
属
、
保
険
開
始
後
、
船
舶
の
到
達
港
が
保

　
険
証
券
に
定
め
た
到
達
港
か
ら
任
意
に
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
航
海

　
の
変
更
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
二
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
航
海
の
変
更
が

　
あ
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
そ
の
変
更
の
時
す
な
わ
ち
航
海
を
変
更

　
す
る
決
意
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
時
か
ら
、
そ
の
責
任
を
解
除
さ
れ
る
。

　
損
害
発
生
の
時
に
船
舶
が
保
険
証
券
に
定
め
た
航
路
を
実
際
に
離
れ
て

　
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
は
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。
（
英
法

　
四
五
条
）

第
五
二
条
　
（
離
路
）
　
一
、
船
舶
が
、
適
法
な
理
由
な
く
し
て
、
保
険
証

　
券
に
定
め
た
航
海
か
ら
離
路
す
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
そ
の
離
路
の

　
時
か
ら
責
任
を
解
除
さ
れ
る
。
船
舶
が
損
害
発
生
前
に
元
の
航
路
に
復

　
帰
し
て
い
て
も
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。

　
二
、
次
の
場
合
に
は
、
保
険
証
券
に
定
め
た
航
海
か
ら
の
離
路
が
あ
る

　
も
の
と
す
る
。

　
　
⑥
　
航
路
が
保
険
証
券
に
特
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

　
　
　
航
路
を
離
れ
る
と
き
。

一
二
七
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⑥
　
航
路
が
保
険
証
券
に
特
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
通

　
　
　
常
か
つ
慣
習
上
の
航
路
を
離
れ
る
と
き
。

　
三
、
離
路
の
意
思
は
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。
保
険
者
が
契
約
上
の
責
任

　
を
免
か
れ
る
た
め
に
は
、
実
際
に
離
路
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
英
法

　
四
六
条
）

第
五
三
条
　
（
数
個
の
荷
卸
港
）
　
－
、
数
個
の
荷
卸
港
が
保
険
証
券
に
指

　
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
船
舶
は
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
航
行
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
反
対
の
事
実
た
る
慣
習
ま
た
は
反
対
の

　
充
分
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
船
舶
は
保
険
証
券
に
指
定
さ
れ
た
順
序

　
に
従
っ
て
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
航
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

　
の
順
序
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
離
路
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

　
二
、
保
険
証
券
が
港
名
を
指
定
せ
ず
に
一
定
地
域
内
の
「
諸
荷
卸
港
」

　
ま
で
と
し
た
場
合
に
は
、
反
対
の
事
実
た
る
慣
習
ま
た
は
反
対
の
充
分

　
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り
、
船
舶
は
地
理
的
順
序
に
従
っ
て
そ
の
全
部
ま

　
た
は
一
部
に
航
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
順
序
に
従
わ
な
け
れ

　
ば
、
離
路
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
（
英
法
四
七
条
）

第
五
四
条
　
（
航
海
の
遅
延
）
航
海
保
険
の
場
合
に
は
、
保
険
に
付
さ
れ

　
た
航
海
事
業
は
そ
の
全
航
程
を
通
じ
て
相
当
な
進
捗
を
も
っ
て
遂
行
さ

　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
適
法
な
許
容
理
由
な
く
し
て
相
当
な
進
捗
を

　
も
っ
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、
保
険
者
は
遅
延
が
不
当
と
な
っ
た
時
か

　
ら
責
任
を
解
除
さ
れ
る
。
（
英
法
四
八
条
）

↓
二
八

第
五
五
条
　
（
離
路
ま
た
は
遅
延
の
許
容
）
　
一
、
保
険
証
券
に
定
あ
た
航

　
海
を
遂
行
す
る
に
当
っ
て
の
離
路
ま
た
は
遅
延
は
、
次
の
場
合
に
は
許

　
容
さ
れ
る
。

　
　
＠
　
保
険
証
券
上
の
特
約
を
も
っ
て
認
め
ら
れ
た
場
合
、
ま
た
は

　
　
⑥
　
船
長
お
よ
び
そ
の
雇
主
の
支
配
圏
外
の
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た

　
　
　
場
合
、
ま
た
は

　
　
◎
　
明
示
ま
た
は
黙
示
の
担
保
を
充
足
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要

　
　
　
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

　
　
④
　
船
舶
ま
た
は
保
険
の
目
的
の
安
全
の
た
め
に
合
理
的
に
必
要
で

　
　
　
あ
る
場
合
、
ま
た
は

　
　
＠
　
人
命
を
救
助
す
る
た
め
、
も
し
く
は
人
命
が
危
険
に
瀕
す
る
恐

　
　
　
れ
の
あ
る
遭
難
船
を
救
助
す
る
た
め
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

　
　
ω
船
上
に
在
る
者
に
内
科
的
ま
た
は
外
科
的
医
療
を
施
こ
す
た
め

　
　
　
に
合
理
的
に
必
要
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

　
　
⑧
　
船
長
ま
た
は
海
員
の
悪
行
が
被
保
険
危
険
の
一
つ
で
あ
る
と
き

　
　
　
は
、
か
か
る
悪
行
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
場
合
。

　
二
、
離
路
ま
た
は
遅
延
を
許
容
す
る
事
由
が
止
ん
だ
と
き
は
、
船
舶
は

　
相
当
の
進
捗
を
も
っ
て
元
の
航
路
に
復
帰
し
て
航
海
を
遂
行
し
な
け
れ

　
げ
W
な
ら
な
い
。
（
英
法
四
九
条
）

第
三
篇
　
保
険
証
券
の
譲
渡

第
五
六
条
　
（
保
険
証
券
の
譲
渡
の
時
期
お
よ
び
方
法
）
　
一
、
海
上
保
険



　
証
券
は
、
証
券
面
に
譲
渡
を
禁
ず
る
明
文
の
規
定
を
設
け
な
い
か
ぎ

　
り
、
こ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
上
保
険
証
券
は
損
害
発
生

　
の
前
後
を
問
わ
ず
こ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
海
上
保
険
証
券
が
保
険
証
券
上
の
受
益
権
を
移
転
す
る
目
的
で
譲

　
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
険
証
券
の
譲
受
人
は
自
己
の
名
前
に
お
い
て

　
保
険
証
券
に
基
づ
き
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
は
、
そ

　
の
訴
訟
が
自
ら
保
険
契
約
を
締
結
し
た
者
ま
た
は
自
己
の
た
め
に
保
険

　
契
約
が
締
結
さ
れ
た
者
の
名
前
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば

　
被
告
が
抗
弁
す
る
こ
と
が
で
き
た
筈
の
契
約
か
ら
生
ず
る
一
切
の
抗
弁

　
を
、
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
海
上
保
険
証
券
は
、
こ
れ
に
裏
書
ぎ
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
た
は
そ

　
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
五

　
〇
条
）

第
五
七
条
　
（
利
益
を
有
し
な
い
被
保
険
者
は
保
険
証
券
を
譲
渡
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
）
　
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
有
す
る
自
己

　
の
利
益
を
手
放
す
か
ま
た
は
失
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
時
よ
り
も

　
前
ま
た
は
そ
の
時
に
保
険
証
券
を
譲
渡
す
る
明
示
ま
た
は
黙
示
の
合
意

　
を
な
さ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
よ
り
後
で
な
し
た
保
険
証
券
の
譲

　
渡
は
無
効
で
あ
る
。
（
英
法
互
条
）
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第
四
篇
　
保
　
険

料

第
五
八
条
　
（
保
険
料
支
払
い
の
時
期
）
　
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
を
除

　
き
、
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
保
険
料
を
支
払
う
義
務
と
保
険

　
者
が
被
保
険
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
保
険
証
券
を
発
行
す
る
義
務
と

　
は
同
時
条
件
で
あ
っ
て
、
保
険
者
は
、
保
険
料
の
支
払
い
ま
た
は
保
険

　
料
に
つ
い
て
の
弁
済
の
提
供
が
あ
る
ま
で
は
、
保
険
証
券
を
発
行
す
る

　
義
務
を
負
わ
な
い
。
（
英
法
五
二
条
）

第
五
九
条
　
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
じ
て
締
結
さ
れ
た
保
険
契
約
）
　
一
、
別

　
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
海
上
保
険
契
約
が
被
保
険
者
の
た
め

　
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、

　
保
険
料
支
払
い
に
つ
い
て
、
保
険
者
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
い
、
保

　
険
者
は
、
損
害
ま
た
は
払
戻
し
保
険
料
に
関
し
て
支
払
う
こ
と
あ
る
べ

　
き
金
額
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
に
対
し
直
接
に
責
任
を
負
う
。

　
二
、
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
被
保
険
者

　
に
対
し
、
保
険
料
額
お
よ
び
保
険
契
約
締
結
に
関
す
る
自
己
の
費
用
額

　
に
つ
い
て
、
保
険
証
券
に
対
し
留
置
権
を
有
す
る
。
ま
た
、
ブ
官
ー

　
カ
ー
が
本
人
と
し
て
自
己
を
使
用
す
る
者
と
取
引
を
な
し
た
場
合
に

　
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
そ
の
者
が
ブ
・
ー
カ
ー
に
支
払
う
べ
き
一
切
の

　
保
険
勘
定
の
残
高
に
つ
い
て
も
保
険
証
券
に
対
し
留
置
権
を
有
す
る
。

　
た
だ
し
、
債
務
発
生
の
場
合
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
そ
の
者
を
単

一
二
九
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な
る
代
理
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
信
ず
る
理
由
を
も
っ
て
い
た
場
合

　
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
（
英
法
五
三
条
）

第
六
〇
条
　
（
保
険
証
券
が
保
険
料
の
領
収
を
承
認
し
た
場
合
の
効
果
）

　
被
保
険
者
の
た
め
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
海
上
保
険
契

　
約
の
証
券
に
保
険
料
を
領
収
し
た
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
場
合
に
は
、

　
そ
の
承
認
は
、
詐
欺
が
な
い
か
ぎ
り
、
保
険
者
と
被
保
険
者
と
の
問
に

　
お
い
て
は
不
可
争
な
も
の
で
あ
る
が
、
保
険
者
と
ブ
・
ー
カ
ー
と
の
間

　
に
お
い
て
は
不
可
争
で
な
い
。
（
英
法
五
四
条
）

第
五
篇
　
損
害
お
よ
び
委
付

第
一
部
　
一
般
規
定

第
六
回
条
（
負
担
さ
れ
る
損
害
お
よ
び
免
責
さ
れ
る
損
害
）
　
四
、
本
法

　
の
諸
規
定
に
従
い
、
か
つ
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を

　
除
ぎ
、
保
険
者
は
被
保
険
危
険
に
近
因
し
て
生
ず
る
一
切
の
損
害
に
つ

　
い
て
責
に
任
ず
る
が
、
上
記
二
つ
の
条
件
に
従
い
、
保
険
者
は
被
保
険

　
危
険
に
近
因
し
て
生
じ
な
い
一
切
の
損
害
に
つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
。

　
二
、
特
に

　
　
⑥
　
保
険
者
は
被
保
険
者
の
故
意
の
非
行
に
起
因
す
る
一
切
の
損
害

　
　
　
に
つ
い
て
責
に
任
じ
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め

　
　
　
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
者
は
、
被
保
険
危
険
に
近
因
し
て
生

一
三
〇

　
　
　
ず
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
損
害
が
船
長
ま
た
は
海
員
の
非
行

　
　
　
ま
た
は
過
失
が
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
生
じ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
場
合

　
　
　
で
も
、
そ
の
責
に
任
ず
る
。

　
　
⑥
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
船
舶
ま
た
は

　
　
　
貨
物
の
保
険
者
は
、
遅
延
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合

　
　
　
で
も
、
遅
延
に
近
因
し
て
生
ず
る
一
切
の
損
害
に
つ
い
て
責
に
任

　
　
　
じ
な
い
。

　
　
◎
　
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
者
は
、

　
　
　
保
険
の
目
的
の
通
常
の
自
然
消
耗
、
通
常
の
漏
損
お
よ
び
破
損
、

　
　
　
固
有
の
暇
疵
も
し
く
は
性
質
に
つ
い
て
、
鼠
も
し
く
は
虫
に
近
因

　
　
　
し
て
生
ず
る
一
切
の
損
害
に
つ
い
て
、
ま
た
は
海
上
危
険
に
近
因

　
　
　
し
て
生
じ
た
の
で
な
い
機
関
の
損
傷
に
つ
い
て
、
そ
の
責
に
任
じ

　
　
　
な
い
。
（
英
法
五
五
条
）

第
六
二
条
　
（
分
損
お
よ
び
全
損
）
　
一
、
損
害
は
全
損
ま
た
は
分
損
の
い

　
ず
れ
か
と
す
る
。
以
下
に
定
義
す
る
全
損
以
外
の
一
切
の
損
害
は
分
損

　
で
あ
る
。

　
二
、
全
損
は
現
実
全
損
ま
た
は
推
定
全
損
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

　
三
、
保
険
証
券
の
文
面
上
異
な
る
意
思
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除

　
ぎ
、
全
損
を
担
保
す
る
保
険
は
現
実
全
損
の
ほ
か
に
推
定
全
損
を
担
保

　
す
る
。

　
四
、
被
保
険
者
が
全
損
金
請
求
の
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
お
い
て
、



　
証
拠
上
分
損
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
き
は
、
保
険
証
券
に

　
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険
者
は
分
損
に
つ
い
て
填
補

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
、
貨
物
が
保
険
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
仕
向
地
に
到
達
し
た

　
が
、
荷
印
の
抹
消
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
で
同
一
性
を
識
別
す
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
は
も
し
あ
り
と
す
れ
ば
分
損
で
あ

　
っ
て
全
損
で
は
な
い
。
（
英
法
五
六
条
）

第
六
三
条
　
（
現
実
全
損
）
　
血
、
保
険
の
目
的
が
破
壊
さ
れ
る
か
、
保
険

　
に
付
さ
れ
た
種
類
の
物
と
し
て
存
在
し
え
な
く
な
る
程
の
甚
大
な
損
傷

　
を
被
る
場
合
ま
た
は
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
を
奪
わ
れ
て
回
復
が
不

　
可
能
に
な
る
場
合
に
は
、
現
実
全
損
が
あ
る
。

　
二
、
現
実
全
損
の
場
合
に
は
、
委
付
の
通
知
を
な
す
こ
と
を
要
し
な

　
い
。
（
英
法
五
七
条
）

第
六
四
条
　
（
船
舶
の
行
方
不
明
）
　
航
海
事
業
に
従
事
す
る
船
舶
が
行
方

　
不
明
と
な
り
、
相
当
の
期
間
経
過
後
に
お
い
て
も
そ
の
消
息
が
得
ら
れ

　
な
か
っ
た
と
き
は
、
現
実
全
損
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
五

　
八
条
）

第
六
五
条
　
（
積
替
そ
の
他
の
効
果
）
　
海
上
貨
物
運
送
契
約
上
の
特
約
に

　
関
係
な
く
、
船
長
が
貨
物
ま
た
は
そ
の
他
の
動
産
を
陸
揚
げ
し
て
再
び

　
船
積
す
る
こ
と
ま
た
は
こ
れ
を
積
替
え
て
そ
の
仕
向
地
に
運
送
す
る
こ

　
と
を
正
当
と
す
る
事
情
の
下
で
、
航
海
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
中
間
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の
港
ま
た
は
地
に
お
い
て
中
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
者
の
責
任

　
は
、
陸
揚
げ
ま
た
は
積
替
え
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
英
法
五
九
条
）

第
六
六
条
　
（
推
定
全
損
の
定
義
）
　
圃
、
保
険
証
券
に
明
示
の
特
約
が
あ

　
る
場
合
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
、
保
険
の
目
的
の
現
実
全
損
が
避
け

　
難
い
と
み
え
る
た
め
ま
た
は
費
用
を
支
出
し
た
時
に
お
け
る
保
険
の
目

　
的
の
価
額
を
こ
え
る
見
込
み
の
費
用
を
支
出
し
な
け
れ
ば
現
実
全
損
を

　
免
か
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
保
険
の
目
的
が
正
当
に
遺
棄
さ
れ

　
る
場
合
に
は
、
推
定
全
損
が
あ
る
。

　
二
、
特
に
次
の
場
合
に
は
推
定
全
損
が
あ
る
。

　
　
＠
　
被
保
険
者
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
自
己
の
船
舶
ま
た
は
貨
物

　
　
　
の
占
有
を
奪
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

　
　
　
ω
　
被
保
険
者
が
そ
の
船
舶
ま
た
は
貨
物
を
回
復
す
る
見
込
み
が

　
　
　
　
な
い
と
き
、
も
し
く
は

　
　
　
㈹
　
船
舶
ま
た
は
貨
物
を
回
復
す
る
費
用
が
回
復
し
た
時
の
船
舶

　
　
　
　
ま
た
は
貨
物
の
価
額
を
こ
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
ぎ
、
ま
た

　
　
　
　
は

　
大
な
損
傷
を
被
っ
た
た
め
、
そ
の
損
傷
を
修
繕
す
る
費
用
が
修
繕

　
し
た
時
の
船
舶
の
価
額
を
こ
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
き
。

　
　
修
繕
費
を
見
積
る
に
当
っ
て
は
、
他
の
分
担
利
益
に
よ
っ
て
負

ω
　
船
舶
の
損
傷
の
場
合
に
は
、
船
舶
が
被
保
険
危
険
に
よ
っ
て
甚

一
三
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担
さ
れ
る
べ
き
上
記
の
修
繕
に
対
す
る
共
同
海
損
分
担
額
を
控
除

　
　
　
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
将
来
の
救
助
作
業
に
要
す
る
費
用

　
　
　
お
よ
び
船
舶
が
修
繕
さ
れ
た
な
ら
ば
船
舶
が
負
担
す
る
見
込
み
の

　
　
　
将
来
の
共
同
海
損
分
担
額
は
、
こ
れ
を
修
繕
費
に
加
算
し
な
け
れ

　
　
　
ぽ
な
ら
な
い
。
ま
た
は

　
　
◎
貨
物
の
損
傷
の
場
合
に
は
、
そ
の
損
傷
を
修
繕
す
る
費
用
と
貨

　
　
　
物
を
そ
の
仕
向
地
ま
で
運
送
す
る
費
用
と
を
加
え
た
も
の
が
、
到

　
　
　
達
の
時
に
お
け
る
貨
物
の
価
額
を
こ
え
る
見
込
み
で
あ
る
と
き
。

　
　
　
（
英
法
六
〇
条
）

第
六
七
条
　
（
推
定
全
損
の
効
果
）
推
定
全
損
が
あ
る
場
合
に
は
、
被
保

　
険
者
は
、
そ
の
損
害
を
分
損
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
保

　
険
の
目
的
を
保
険
者
に
委
付
し
て
そ
の
損
害
を
現
実
全
損
の
場
合
に
準

　
じ
て
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
（
英
法
六
一
条
）

第
六
八
条
　
（
委
付
の
通
知
）
　
閏
、
本
条
の
諸
規
定
に
従
い
、
被
保
険
者

　
が
保
険
の
目
的
を
保
険
者
に
委
付
す
る
こ
と
を
選
ぶ
場
合
に
は
、
被
保

　
険
者
は
委
付
の
通
知
を
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
被
保
険
者
が
委
付
の

　
通
知
を
す
る
こ
と
を
怠
る
な
ら
ば
、
損
害
は
こ
れ
を
分
損
と
し
て
処
理

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
二
、
委
付
の
通
知
は
、
書
面
も
し
く
は
口
頭
、
ま
た
は
一
部
を
書
面
、

　
一
部
を
口
頭
で
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
保
険
に
付
し
た
保
険
の
目

　
的
上
の
被
保
険
者
の
利
益
を
保
険
者
に
無
条
件
に
委
付
す
る
被
保
険
者

一
三
二

の
意
思
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
用
語
を
も
っ
て
し
て

も
差
支
え
な
い
。

三
、
委
付
の
通
知
は
、
損
害
に
つ
い
て
の
信
頼
す
べ
き
情
報
を
受
取
っ

た
後
相
当
の
注
意
を
も
っ
て
こ
れ
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
情
報
が
疑
わ
し
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は

相
当
の
期
問
こ
れ
を
調
査
す
る
権
利
が
あ
る
。

四
、
委
付
の
通
知
が
正
当
に
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
の
権
利

は
、
保
険
者
が
委
付
を
承
諾
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
害
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

五
、
委
付
の
承
諾
は
明
示
的
に
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
保

険
者
の
行
為
に
よ
っ
て
黙
示
的
に
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。
委
付

の
通
知
後
の
保
険
者
の
単
な
る
沈
黙
は
承
諾
で
は
な
い
。

六
、
委
付
の
通
知
が
承
諾
さ
れ
た
場
合
に
は
、
委
付
を
撤
回
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
委
付
の
通
知
の
承
諾
は
損
害
に
対
す
る
責
任
お
よ
び
そ

の
通
知
の
完
全
で
あ
る
こ
と
を
決
定
的
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

七
、
被
保
険
者
が
損
害
の
情
報
を
受
け
た
時
に
委
付
の
通
知
を
保
険
者

に
な
し
た
と
し
て
も
保
険
者
に
何
ら
の
利
益
を
与
え
る
見
込
が
な
か
っ

た
筈
で
あ
る
場
合
に
は
、
委
付
の
通
知
は
不
要
で
あ
る
。

八
、
委
付
の
通
知
は
保
険
者
が
こ
れ
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
保
険
者
が
自
己
の
保
険
責
任
を
再
保
険
に
付
し
た
場
合
に
は
、
保

険
者
は
委
付
の
通
知
を
な
す
こ
と
を
要
し
な
い
。
（
英
塗
ハ
ニ
条
）



第
六
九
条
　
（
委
付
の
効
果
）
　
旧
、
有
効
な
委
付
が
あ
る
場
合
に
は
、
保

　
険
者
は
、
保
険
の
目
的
の
残
存
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
部
分
に
つ
い
て
の

　
被
保
険
者
の
利
益
お
よ
び
保
険
の
目
的
に
付
随
す
る
所
有
権
に
基
づ
く

　
一
切
の
権
利
を
承
継
す
る
権
利
を
有
す
る
。

　
二
、
船
舶
の
委
付
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
船
舶
保
険
者
は
、
船
舶
の
稼

　
得
中
の
一
切
の
運
送
賃
で
あ
っ
て
損
害
を
惹
起
し
た
災
害
後
に
船
舶
が

　
稼
得
す
る
運
送
賃
か
ら
、
そ
の
災
害
後
の
運
送
賃
を
稼
得
す
る
た
め
に

　
支
出
し
た
費
用
を
控
除
し
た
も
の
を
取
得
す
る
権
利
が
あ
る
。
船
舶
が

　
船
主
の
貨
物
を
運
送
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
損
害
を
惹
起
し

　
た
災
害
後
の
そ
の
貨
物
の
運
送
に
対
し
て
相
当
の
報
酬
を
受
け
る
権
利

　
が
あ
る
。
（
英
法
六
一
二
条
）

第
二
部
　
分
損
（
救
助
料
、

　
　
　
特
別
費
用
を
含
む
）

共
同
海
損
お
よ
び

第
七
〇
条
　
（
単
独
海
損
損
害
）
　
嘱
、
単
独
海
損
損
害
は
、
被
保
険
危
険

　
に
よ
っ
て
生
ず
る
保
険
の
目
的
の
分
損
で
あ
っ
て
、
共
同
海
損
損
害
で

　
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
保
険
の
目
的
の
安
全
ま
た
は
保
存
の
た
め
被
保
険
者
に
よ
っ
て
ま

　
た
は
被
保
険
者
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
費
用
で
共
同
海
損
お
よ
び
救
助

　
料
以
外
の
も
の
は
、
特
別
費
用
と
呼
ば
れ
る
。
特
別
費
用
は
単
独
海
損

　
の
中
に
含
ま
れ
な
い
。
（
英
法
六
四
条
）
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第
七
鳳
条
　
（
救
助
料
）
　
旧
、
保
険
証
券
に
明
示
の
規
定
が
あ
る
場
合
は

　
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
被
保
険
危
険
に
よ
る
損
害
を
防
止
す
る
た

　
め
に
支
出
し
た
救
助
料
は
、
被
保
険
危
険
に
よ
る
損
害
と
し
て
保
険
者

　
か
ら
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
　
「
救
助
料
」
は
契
約
に
基
づ
か
ず
し
て
海
法
に
よ
っ
て
救
助
者
が

　
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
費
用
を
意
味
す
る
。
救
助
料
に
は
、
被
保
険

　
者
、
そ
の
代
理
人
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
に
報
酬
を
得
て
雇
わ
れ
た
者
が

　
被
保
険
危
険
を
避
け
る
た
め
に
な
し
た
救
助
の
性
質
を
有
す
る
労
務
の

　
費
用
を
含
ま
な
い
。
こ
の
種
の
費
用
に
し
て
正
当
に
支
出
さ
れ
た
も
の

　
は
、
そ
の
支
出
さ
れ
た
事
情
に
よ
っ
て
、
特
別
費
用
ま
た
は
共
同
海
損

　
損
害
と
し
て
保
険
者
か
ら
こ
れ
の
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
英
法
六
五
条
）

第
七
二
条
　
（
共
同
海
損
損
害
）
　
幽
、
共
同
海
損
損
害
は
、
共
同
海
損
行

　
為
に
因
つ
て
生
ず
る
損
害
ま
た
は
共
同
海
損
行
為
の
直
接
の
結
果
と
L
）

　
て
生
ず
る
損
害
で
あ
る
。
共
同
海
損
損
害
に
は
共
同
海
損
犠
牲
の
ほ
か

　
に
共
同
海
損
費
用
を
含
む
。

　
二
、
共
同
の
航
海
事
業
に
お
い
て
危
険
に
曝
さ
れ
た
財
産
を
保
存
す
る

　
目
的
の
た
め
に
、
危
険
の
時
に
際
し
故
意
に
、
か
つ
、
合
理
的
に
異
常

　
な
犠
性
を
払
い
ま
た
は
異
常
な
費
用
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
共
同
海

　
損
行
為
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

　
三
、
共
同
海
損
損
害
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
を
被
っ
た
者
は
、

一
三
三
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海
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
条
件
に
従
っ
て
、
他
の
利
害
関
係
者
に
一

定
の
割
合
の
分
担
額
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
。
こ
の
分
担
額
は
共
同

海
損
分
担
額
と
呼
ば
れ
る
。

四
、
保
険
証
券
に
明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と

し
て
、
被
保
険
者
が
共
同
海
損
費
用
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、
被
保
険

者
は
、
こ
の
費
用
損
害
の
う
ち
自
己
の
負
担
に
帰
す
る
部
分
に
つ
い
て

保
険
者
か
ら
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
共
同
海
損
犠
牲
の
場
合

に
は
、
被
保
険
者
は
、
分
担
義
務
を
有
す
る
他
の
当
事
者
に
対
し
て
分

担
請
求
権
を
行
使
せ
ず
に
、
こ
の
犠
牲
損
害
の
全
額
に
つ
い
て
保
険
者

か
ら
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
保
険
証
券
に
明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と

し
て
、
被
保
険
者
が
保
険
の
目
的
に
つ
い
て
共
同
海
損
分
担
額
を
支
払

っ
た
か
ま
た
は
支
払
う
責
を
負
う
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
こ
れ
に
つ

き
保
険
者
か
ら
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
明
示
の
特
約
が
な
い
か
ぎ
り
、
保
険
者
は
、
被
保
険
危
険
を
避
け

る
た
め
ま
た
は
こ
れ
を
避
け
る
こ
と
に
関
連
し
て
損
害
が
招
致
さ
れ
た

の
で
な
い
場
合
に
は
、
共
同
海
損
損
害
ま
た
は
同
分
担
額
に
つ
い
て
、

そ
の
責
に
任
じ
な
い
。

七
、
船
舶
、
運
送
賃
お
よ
び
積
荷
ま
た
は
こ
れ
ら
の
利
益
の
う
ち
の
い

ず
れ
か
二
つ
が
同
一
被
保
険
者
の
所
有
ま
た
は
所
得
に
属
す
る
場
合
に

は
、
共
同
海
損
損
害
ま
た
は
同
分
担
額
に
関
す
る
保
険
者
の
責
任
は
、

一
三
四

こ
れ
ら
の
目
的
が
別
個
の
人
の
所
有
ま
た
は
所
得
に
属
す
る
場
合
に
準

じ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
（
英
法
六
六
条
）

第
五
篇
　
損
害
填
補
の
限
度

第
一
部
　
損
害
に
対
す
る
保
険
者
の
貴
任

第
七
三
条
　
（
損
害
に
対
す
る
保
険
者
の
責
任
の
範
囲
）
　
一
、
被
保
険
者

　
が
自
己
の
保
険
さ
れ
る
保
険
証
券
に
基
づ
き
損
害
に
つ
い
て
填
補
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
は
、
評
価
未
済
保
険
証
券
の
場
合
に
は
保
険

　
価
額
の
全
額
ま
で
、
評
価
済
保
険
証
券
の
場
合
に
は
保
険
証
券
に
よ
っ

　
て
定
め
ら
れ
た
価
額
の
全
額
ま
で
と
し
、
こ
れ
を
損
害
填
補
の
限
度
と

　
い
う
。

　
二
、
保
険
証
券
に
基
づ
ぎ
保
険
か
ら
填
補
を
受
け
る
損
害
が
あ
る
場
合

　
に
は
、
保
険
者
は
、
ま
た
保
険
者
が
二
人
以
上
い
る
と
き
は
各
保
険
者

　
は
、
評
価
済
保
険
証
券
の
場
合
は
保
険
証
券
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
価

　
額
に
対
す
る
保
険
者
の
引
受
金
額
の
割
合
を
、
評
価
未
済
保
険
証
券
の

　
場
合
は
保
険
価
額
に
対
す
る
保
険
者
の
引
受
金
額
の
割
合
を
、
損
害
填

　
補
の
限
度
に
乗
じ
た
金
額
に
つ
い
て
、
填
補
の
責
に
任
ず
る
。
（
英
法
六

　
七
条
）

第
七
四
条
　
（
全
損
）
　
本
法
の
諸
規
定
に
従
い
、
か
つ
、
保
険
証
券
に
明

　
示
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
保
険
の
目
的
の



　
全
損
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
　
＠
　
保
険
証
券
が
評
価
済
保
険
証
券
で
あ
る
な
ら
ば
、
損
害
填
補
の

　
　
　
限
度
は
保
険
証
券
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
で
あ
る
。

　
　
⑥
　
保
険
証
券
が
評
価
未
済
保
険
証
券
で
あ
る
な
ら
ば
、
損
害
填
補

　
　
　
の
限
度
は
保
険
の
目
的
の
保
険
価
額
で
あ
る
。
（
英
法
六
八
条
）

第
七
五
条
　
（
船
舶
の
分
損
）
船
舶
が
損
傷
す
る
が
全
損
と
な
ら
な
い
場

　
合
に
は
、
損
害
填
補
の
限
度
は
、
保
険
証
券
に
明
示
の
規
定
が
あ
れ
ば

　
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
＠
　
船
舶
が
修
繕
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
相
当
の
修
繕

　
　
　
費
か
ら
慣
習
上
の
控
除
を
な
し
た
額
の
墳
補
を
受
け
る
権
利
が
あ

　
　
　
る
。
た
だ
し
、
一
回
の
災
害
に
つ
い
て
は
保
険
金
額
を
こ
え
な
い
。

　
　
⑥
　
船
舶
が
娼
傷
の
一
部
に
つ
い
て
の
み
修
繕
さ
れ
た
場
合
に
は
、

　
　
　
被
保
険
者
は
、
修
繕
部
分
に
つ
い
て
は
前
号
に
よ
っ
て
計
算
し
た

　
　
　
相
当
の
修
繕
費
の
填
補
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
ほ
か
、
未
修
繕
の

　
　
　
損
傷
か
ら
生
ず
る
減
価
が
あ
れ
ば
相
当
の
減
価
に
つ
い
て
填
補
を

　
　
　
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
総
額
は
前
号
に
よ
っ
て
計

　
　
　
算
し
た
全
損
傷
の
修
繕
費
を
こ
え
な
い
。

　
　
＠
　
船
舶
が
修
繕
さ
れ
ず
、
か
つ
、
保
険
責
任
の
継
続
中
に
損
傷
状

　
　
　
態
の
ま
ま
で
売
却
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
未

　
　
　
修
繕
の
損
傷
か
ら
生
ず
る
相
当
の
減
価
に
つ
い
て
填
補
を
受
け
る

　
　
　
権
利
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
は
a
号
に
よ
っ
て
計
算
し
た
損

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
〇
九
年
i
一
九
六
六
年
海
上
保
険
法

　
　
　
傷
の
相
当
の
修
繕
費
を
こ
え
な
い
。
（
英
法
六
九
条
）

第
七
六
条
　
（
運
送
賃
の
分
損
）
　
保
険
証
券
に
明
示
の
規
定
が
あ
る
場
合

　
に
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
運
送
賃
の
分
損
が
あ
る
場
合
に
は
、

　
損
害
填
補
の
限
度
は
、
保
険
証
券
上
被
保
険
者
の
危
険
に
属
す
る
全
運

　
送
賃
に
対
す
る
被
保
険
者
の
失
っ
た
運
送
賃
の
割
合
を
、
評
価
済
保
険

　
証
券
の
場
合
に
は
保
険
証
券
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
に
、
ま
た
評

　
価
未
済
保
険
証
券
の
場
合
に
は
保
険
価
額
に
、
乗
じ
た
金
額
で
あ
る
。

　
（
英
法
七
〇
条
）

第
七
七
条
　
（
貨
物
、
商
品
等
の
分
損
）
貨
物
、
商
品
ま
た
は
そ
の
他
の

　
動
産
の
分
損
が
あ
る
場
合
に
は
、
損
害
填
補
の
限
度
は
、
保
険
証
券
に

　
明
示
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
次
の
と
お

　
り
で
あ
る
。

　
　
＠
　
評
価
済
保
険
証
券
に
よ
っ
て
保
険
に
付
さ
れ
た
貨
物
、
商
品
ま

　
　
　
た
は
そ
の
他
の
動
産
の
一
部
が
全
損
に
帰
し
た
場
合
に
は
、
損
害

　
　
　
填
補
の
限
度
は
、
滅
失
し
た
部
分
の
保
険
価
額
と
全
部
の
保
険
価

　
　
　
額
と
を
評
価
未
済
保
険
証
券
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
し
て
こ
れ

　
　
　
を
確
か
め
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
割
合
を
保
険
証
券
に
よ
っ
て

　
　
　
定
め
ら
れ
た
金
額
に
乗
じ
た
額
で
あ
る
。

　
　
⑥
　
評
価
未
済
保
険
証
券
に
よ
っ
て
保
険
に
付
さ
れ
た
貨
物
、
商
品

　
　
　
ま
た
は
そ
の
他
の
動
産
の
一
部
が
全
損
に
帰
し
た
場
合
に
は
、
損

　
　
　
害
填
補
の
限
度
は
、
全
損
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
し
て
確
か
め

ニ
ニ
五
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ら
れ
た
滅
失
部
分
の
保
険
価
額
で
あ
る
。

　
　
◎
　
保
険
に
付
さ
れ
た
貨
物
ま
た
は
商
品
の
全
部
ま
た
は
一
部
が

　
　
　
損
傷
し
て
仕
向
地
に
お
い
て
引
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
損
害
填
補

　
　
　
の
限
度
は
、
到
達
地
に
お
け
る
総
正
品
価
額
と
総
損
品
価
額
と
の

　
　
　
差
額
の
総
正
品
価
額
に
対
す
る
割
合
を
、
評
価
済
保
険
証
券
に
お

　
　
　
い
て
は
保
険
証
券
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
に
、
ま
た
評
価
未

　
　
　
済
保
険
証
券
に
お
い
て
は
保
険
価
額
に
、
乗
じ
た
額
で
あ
る
。

　
　
④
　
「
総
価
額
」
は
卸
売
価
格
を
意
味
し
、
卸
売
価
格
が
な
い
場
合

　
　
　
に
は
見
積
価
額
を
意
味
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
運
送

　
　
　
賃
、
陸
揚
費
用
お
よ
び
既
納
税
金
を
含
む
も
の
と
す
る
。
た
だ

　
　
　
し
、
慣
習
上
保
税
の
ま
ま
売
却
さ
れ
る
貨
物
ま
た
は
商
品
の
場
合

　
　
　
に
は
、
保
税
価
格
を
も
っ
て
総
価
額
と
み
な
す
。
「
総
売
上
金
」

　
　
　
は
、
売
主
が
一
切
の
売
却
費
用
を
負
担
し
た
上
で
売
却
し
て
得
ら

　
　
　
れ
た
実
際
の
価
格
を
意
味
す
る
。
（
英
法
七
一
条
）

第
七
八
条
　
（
評
価
額
の
割
当
て
）
　
ロ
、
異
な
る
種
類
の
数
種
の
財
産
が

　
単
一
の
評
価
額
を
も
っ
て
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
評
価
額

　
は
、
評
価
未
済
保
険
証
券
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
に
、
各
個
の
保
険
価

　
額
の
割
合
に
応
じ
て
異
な
る
種
類
の
各
個
の
財
産
に
割
当
て
ら
れ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
種
類
の
財
産
の
一
部
分
の
協
定
保
険
価
額
は
、

　
当
該
部
分
の
保
険
価
額
と
そ
の
種
類
の
財
産
の
全
部
の
保
険
価
額
と
を

　
本
法
の
規
定
に
従
っ
て
確
か
め
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
割
合
を
そ
の

三
六

　
種
類
の
財
産
の
全
部
の
協
定
保
険
価
額
に
乗
じ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

　
二
、
評
価
額
を
割
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
種
類
、

　
性
質
ま
た
は
銘
柄
を
異
に
す
る
各
個
の
貨
物
の
原
価
の
細
目
を
確
か
め

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
評
価
額
の
区
分
は
、
異
な
る
種
類
、
性

　
質
ま
た
は
銘
柄
の
貨
物
の
正
味
到
達
価
額
を
基
準
と
し
て
こ
れ
を
な
す

　
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
七
二
条
）

第
七
九
条
　
（
共
同
海
損
分
担
額
お
よ
び
救
助
料
）
　
聞
、
保
険
証
券
に
明

　
示
の
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
て
、
被
保
険
者
が

　
共
同
海
損
分
担
額
を
支
払
っ
た
か
ま
た
は
支
払
う
責
を
負
う
場
合
に
お

　
い
て
、
分
担
義
務
の
あ
る
保
険
の
目
的
が
そ
の
負
担
価
額
の
全
額
に
つ

　
い
て
保
険
に
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
損
害
填
補
の
限
度
は
そ
の
分
担

　
額
の
全
額
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
保
険
の
目
的
が
そ
の
負
担
価
額
の

　
全
額
に
つ
い
て
保
険
に
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
ま
た
は
保
険
の
目
的
の

　
一
部
の
み
が
保
険
に
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
保
険
者
に
よ
っ
て
支
払

　
わ
れ
る
べ
き
填
補
額
は
、
一
部
保
険
の
割
合
に
よ
っ
て
こ
れ
を
減
額
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
負
担
価
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
単
独
海
損
損

　
害
で
あ
っ
て
保
険
者
が
填
補
の
責
を
負
う
も
の
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
金
額
は
、
保
険
者
が
分
担
す
る
責
を
負
う
金
額
を
確
か
め
る
た
め

　
に
は
、
こ
れ
を
協
定
保
険
価
額
か
ら
控
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、
保
険
者
が
救
助
料
に
つ
い
て
責
を
負
う
場
合
に
は
、
保
険
者
の
責

　
任
額
の
範
囲
は
、
前
項
と
同
一
の
原
則
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
な
け
れ



　
ぽ
な
ら
な
い
。
（
英
法
七
三
条
）

第
八
O
条
　
（
第
三
者
に
対
す
る
責
任
）
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
す
る

　
責
任
を
明
文
を
も
っ
て
保
険
に
付
し
た
場
合
に
は
、
損
害
填
補
の
限
度

　
は
、
保
険
証
券
に
明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
し

　
て
、
被
保
険
者
が
か
か
る
責
任
に
つ
い
て
第
三
者
に
支
払
っ
た
か
ま
た

　
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
で
あ
る
。
（
英
法
七
四
条
）

第
八
一
条
　
（
損
害
填
補
の
限
度
に
関
す
る
一
般
規
定
）
　
回
、
本
法
の
前

　
諸
規
定
に
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
な
い
保
険
の
目
的
に
関
し
て
損
害

　
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
填
補
の
限
度
は
、
前
諸
規
定
を
個
々

　
の
場
合
に
適
用
し
う
る
か
ぎ
り
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
に
従
っ
て
定
め
ら

　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、
損
害
填
補
に
関
す
る
本
法
の
諸
規
定
は
、
重
複
保
険
に
関
す
る
諸

　
規
則
を
変
更
せ
ず
、
ま
た
保
険
者
が
被
保
険
利
益
の
全
部
も
し
く
は
一

　
部
を
否
認
す
る
こ
と
ま
た
は
損
害
発
生
の
時
に
保
険
の
目
的
の
全
部
も

　
し
く
は
一
部
が
保
険
証
券
上
保
険
に
付
さ
れ
た
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
な

　
か
っ
た
旨
を
証
明
す
る
こ
と
を
禁
じ
な
い
。
（
英
法
七
五
条
）

第
八
二
条
　
（
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
）
　
一
、
保
険
の
目
的
が
単
独
海

　
損
不
担
保
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
は
、
保

　
険
証
券
に
記
載
さ
れ
た
契
約
が
可
分
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
同
海
損

　
犠
牲
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
以
外
の
一
部
の
損
害
に
つ
き
保
険
者
か
ら

　
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
契
約
が
可
分
で
あ
る
と
き
は
、
被

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
一
九
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保
険
者
は
可
分
な
部
分
の
全
損
に
つ
い
て
墳
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
二
、
保
険
の
目
的
が
、
全
部
ま
た
は
一
定
歩
合
未
満
の
単
独
海
損
不
担

　
保
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
救
助
料
な
ら

　
び
に
保
険
に
付
さ
れ
た
損
害
を
避
け
る
た
め
に
損
害
防
止
約
款
の
規
定

　
に
基
づ
い
て
正
当
に
支
出
さ
れ
た
特
別
費
用
お
よ
び
そ
の
他
の
費
用
に

　
つ
い
て
、
填
補
の
責
を
負
う
。

　
三
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
の
目
的
が

　
所
定
歩
合
未
満
の
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合

　
に
は
、
共
同
海
損
損
害
は
、
所
定
歩
合
を
充
た
す
た
め
に
は
、
単
独
海

　
損
に
こ
れ
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
四
、
所
定
の
歩
合
に
達
し
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
保
険

　
の
目
的
の
被
っ
た
実
損
害
の
み
を
考
慮
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
特
別

　
費
用
な
ら
び
に
損
害
を
確
か
め
、
か
つ
、
証
明
す
る
費
用
お
よ
び
そ

　
れ
に
付
随
す
る
費
用
は
こ
れ
を
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
英
法
七

　
六
条
）

第
八
三
条
　
（
連
続
損
害
）
　
幽
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

　
を
除
き
、
か
つ
、
本
法
の
諸
規
定
に
従
い
、
保
険
者
は
、
連
続
損
害
に

　
対
し
、
そ
の
損
害
の
合
計
金
額
が
保
険
金
額
を
こ
え
る
こ
と
が
あ
っ
て

　
も
、
こ
れ
を
填
補
す
る
責
を
負
う
。

　
二
、
同
一
保
険
証
券
の
下
に
お
い
て
分
損
が
生
じ
、
こ
れ
が
修
繕
さ
れ

二
一
一
七



オ
ー
ス
ト
ラ
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な
い
か
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
元
通
り
に
回
復
さ
れ
な
い
う

　
ち
に
全
損
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
老
は
全
損
に
関
し
て
の
み
保

　
険
者
か
ら
填
補
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
た
だ
し
、
本
条
の
規
定
は
損
害
防
止
約
款
に
基
づ
く
保
険
者
の
責
任

　
を
制
限
し
な
い
。
（
英
法
七
七
条
）

第
八
四
条
　
（
損
害
防
止
約
款
）
　
四
、
保
険
証
券
に
損
害
防
止
約
款
が
挿

　
入
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
約
款
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
合
意
は
保

　
険
契
約
を
補
足
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
保
険
者
が
全
損
と
し
て
支
払

　
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
ま
た
保
険
の
目
的
の
全
部
ま
た
は
一
定
歩
合

　
未
満
の
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お

　
い
て
も
、
被
保
険
者
は
こ
の
約
款
に
従
っ
て
正
当
に
支
出
し
た
費
用
を

　
保
険
者
か
ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
本
法
に
定
め
る
共
同
海
損
損
害
、
共
同
海
損
分
担
額
お
よ
び
救
助

　
料
は
、
損
害
防
止
約
款
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
保
険
者
か
ら
回
収
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
。

　
三
、
保
険
証
券
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
な
い
損
害
を
防
止
ま
た
は
軽
減
す

　
る
た
め
に
支
出
し
た
費
用
は
、
損
害
防
止
約
款
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
保

　
険
者
か
ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
四
、
損
害
を
防
止
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
に
合
理
的
な
処
置
を
講
ず
る

　
こ
と
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人

　
の
義
務
で
あ
る
。
へ
英
法
七
八
条
）

一
三
八

第
二
部
　
損
害
を
支
払
っ
た
時
の
保
険
者
の
権
利

第
八
五
条
　
（
代
位
権
）
　
一
、
保
険
者
が
、
保
険
の
目
的
の
全
部
の
全
損

　
金
を
、
ま
た
は
貨
物
の
場
合
に
は
保
険
の
目
的
の
可
分
な
部
分
の
全
損

　
金
を
、
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
全
損
金
が
支
払
わ
れ
た
保

　
険
の
目
的
の
残
存
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
部
分
に
つ
い
て
の
被
保
険
者
の

　
利
益
を
承
継
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
損
害
を
惹

　
起
し
た
災
害
の
時
か
ら
、
保
険
の
目
的
に
存
在
し
、
か
つ
保
険
の
目
的

　
に
関
す
る
被
保
険
者
の
一
切
の
権
利
お
よ
び
救
済
方
法
に
代
位
す
る
。

　
二
、
前
項
に
規
定
し
た
場
合
を
除
き
、
保
険
者
が
分
損
金
を
支
払
っ
た

　
場
合
に
は
、
保
険
者
は
、
保
険
の
目
的
ま
た
は
残
存
す
る
こ
と
あ
る

　
べ
き
部
分
の
保
険
の
目
的
に
対
す
る
権
原
を
取
得
し
な
い
。
た
だ
し
、

　
保
険
者
は
、
損
害
に
対
す
る
支
払
い
に
よ
っ
て
、
本
法
に
従
っ
て
被
保

　
険
者
が
損
害
填
補
を
受
け
た
限
度
に
お
い
て
、
損
害
を
惹
起
し
た
災
害

　
の
時
か
ら
、
保
険
の
目
的
に
存
在
し
、
か
つ
保
険
の
目
的
に
関
す
る
被

　
保
険
者
の
一
切
の
権
利
お
よ
び
救
済
方
法
に
代
位
す
る
。
（
英
法
七
九
条
）

第
八
六
条
　
（
分
担
請
求
権
）
　
一
、
被
保
険
者
が
重
複
保
険
に
よ
っ
て
超

　
過
保
険
を
付
し
た
場
合
に
は
、
各
保
険
者
は
、
自
己
お
よ
び
他
の
保
険

　
者
と
の
間
に
お
い
て
は
、
契
約
上
自
己
の
責
に
任
ず
る
金
額
の
割
合
に

　
応
じ
て
、
比
例
的
に
損
害
を
分
担
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
二
、
保
険
者
の
一
人
が
自
己
の
分
担
割
合
を
超
え
て
損
害
を
支
払
っ
た



　
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
者
は
、
他
の
保
険
老
に
対
し
て
分
担
請
求
の
た

　
め
の
訴
訟
を
提
起
す
る
権
利
が
あ
り
、
か
つ
、
自
己
の
分
担
割
合
を
超

　
え
る
負
債
を
支
払
っ
た
保
証
人
と
同
様
の
救
済
方
法
を
と
る
権
利
が
あ

　
る
。
（
英
法
八
O
条
）

第
八
七
条
　
（
幽
部
保
険
の
効
果
）
　
被
保
険
者
が
、
保
険
価
額
よ
り
も
少

　
な
い
金
額
に
つ
い
て
、
ま
た
評
価
済
保
険
証
券
の
場
合
に
は
保
険
評
価

　
額
よ
り
も
少
な
い
金
額
に
つ
い
て
、
保
険
を
付
す
る
場
合
に
は
、
被
保

　
険
者
は
、
保
険
に
付
さ
れ
な
い
残
額
に
つ
い
て
は
、
自
家
保
険
者
と
み

　
な
さ
れ
る
。
（
英
法
八
一
条
）

第
七
篇
　
保
険
料
の
払
戻
し

第
八
八
条
　
（
払
戻
し
の
強
制
）
保
険
料
ま
た
は
そ
の
一
部
が
本
法
に
よ

　
っ
て
払
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い

　
て
、

　
　
＠
　
保
険
料
が
既
に
支
払
わ
れ
て
い
る
と
ぎ
は
、
被
保
険
者
は
こ
れ

　
　
　
を
保
険
者
か
ら
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

　
　
⑥
　
保
険
料
が
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
被
保
険
者
ま
た

　
　
　
は
そ
の
代
理
人
は
こ
れ
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
英
法
八
二

　
　
　
条
）

第
八
九
条
　
（
ム
呈
忌
に
よ
る
払
戻
し
）
保
険
証
券
に
、
一
定
の
事
由
が
発

　
生
し
た
場
合
に
は
保
険
料
ま
た
は
そ
の
一
部
を
払
戻
す
旨
の
約
定
が
挿
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入
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
と
き
は
、
保

　
険
料
ま
た
は
そ
の
一
部
が
被
保
険
者
に
払
戻
さ
れ
る
。
（
英
法
八
三
条
）

第
九
〇
条
　
（
約
因
の
欠
鋏
に
よ
る
払
戻
し
）
　
一
、
保
険
料
の
支
払
い
に

　
対
す
る
約
因
が
全
部
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
、
被
保
険
者
ま
た
は
そ

　
の
代
理
人
の
側
に
詐
欺
ま
た
は
違
法
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
は

　
被
保
険
者
に
払
戻
さ
れ
る
。

　
二
、
保
険
料
の
支
払
い
に
対
す
る
約
因
が
可
分
で
あ
る
場
合
に
お
い

　
て
、
約
因
の
可
分
な
部
分
が
全
部
消
滅
す
る
と
き
は
、
保
険
料
の
比
例

　
部
分
が
前
項
と
同
一
条
件
で
被
保
険
者
に
払
戻
さ
れ
る
。

　
三
、
特
に
、

　
　
＠
保
険
契
約
が
無
効
で
あ
る
か
ま
た
は
保
険
者
に
よ
っ
て
危
険
開

　
　
　
始
の
時
か
ら
取
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、
被
保
険
者
の
側
に
詐
欺
ま

　
　
　
た
は
違
法
が
な
か
っ
た
と
き
に
か
ぎ
り
、
保
険
料
は
払
戻
さ
れ

　
　
　
る
。
た
だ
し
、
危
険
が
不
可
分
で
あ
っ
て
そ
の
危
険
が
一
旦
開
始

　
　
　
し
た
場
合
に
は
、
保
険
料
は
払
戻
さ
れ
な
い
。

　
　
⑥
　
保
険
の
目
的
ま
た
は
そ
の
一
部
が
危
険
に
曝
さ
れ
な
か
っ
た
場

　
　
　
合
に
は
、
保
険
料
ま
た
は
そ
の
一
部
が
払
戻
さ
れ
る
。

　
　
　
　
た
だ
し
、
保
険
の
目
的
が
「
滅
失
し
た
と
否
と
を
間
わ
な
い
」

　
　
　
と
い
う
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
成
立
の

　
　
　
時
に
保
険
の
目
的
が
安
全
に
到
達
し
て
い
た
と
き
は
、
契
約
成
立

　
　
　
の
時
に
保
険
者
が
安
全
な
到
達
を
知
っ
て
い
た
場
合
を
除
き
、
保

二
二
九
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険
料
は
払
戻
さ
れ
な
い
。

＠
被
保
険
者
が
保
険
期
間
を
通
じ
て
被
保
険
利
益
を
有
し
て
い
な

　
か
っ
た
場
合
に
は
、
保
険
料
は
払
戻
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
規

　
定
は
射
倖
ま
た
は
賭
博
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
保
険
契
約
に
は
適

　
用
さ
れ
な
い
。

⑥
　
被
保
険
者
が
消
滅
す
る
こ
と
あ
る
べ
ぎ
利
益
を
有
す
る
場
合
に

　
お
い
て
、
そ
の
利
益
が
保
険
期
間
中
に
消
滅
し
た
と
き
は
、
保
険

　
料
は
払
戻
さ
れ
な
い
。

＠
　
被
保
険
者
が
評
価
未
済
保
険
証
券
に
よ
っ
て
超
過
保
険
を
付
し

　
た
場
合
に
は
、
保
険
料
の
一
部
が
払
戻
さ
れ
る
。

ω
　
前
各
号
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険
者
が
重

　
複
保
険
に
よ
っ
て
超
過
保
険
を
付
し
た
場
合
に
は
、
各
保
険
料
の

　
一
部
が
払
戻
さ
れ
る
。

　
　
た
だ
し
、
二
つ
以
上
の
保
険
契
約
が
時
を
異
に
し
て
締
結
さ
れ

　
た
場
合
に
お
い
て
、
前
の
保
険
契
約
が
任
意
の
時
期
に
全
危
険
を

　
担
保
し
た
と
き
、
ま
た
は
、
あ
る
保
険
契
約
に
よ
っ
て
保
険
さ
れ

　
た
保
険
金
額
全
額
に
つ
い
て
そ
の
保
険
契
約
に
基
づ
き
保
険
金
が

　
支
払
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
保
険
契
約
に
関
し
て
は
、
保
険
料
は

　
払
戻
さ
れ
な
い
。
ま
た
被
保
険
者
が
重
複
保
険
で
あ
る
こ
と
を
知

　
り
な
が
ら
こ
れ
を
契
約
し
た
場
合
に
は
、
保
険
料
は
払
戻
さ
れ
な

　
い
。
（
英
法
八
四
条
）

第
八
篇
相
互
保
険

第
九
回
条
λ
相
互
保
険
の
場
合
の
本
法
の
修
正
）
　
剛
、
二
人
以
上
の
人

　
が
海
上
損
害
に
対
し
相
互
に
保
険
し
合
う
こ
と
を
約
束
す
る
場
合
に

　
は
、
相
互
保
険
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
二
、
保
険
料
に
関
す
る
本
法
の
諸
規
定
は
、
相
互
保
険
に
は
適
用
さ
れ

　
ず
、
保
証
ま
た
は
協
定
さ
れ
る
こ
と
あ
る
べ
き
そ
の
他
の
取
決
め
を
も

　
っ
て
、
保
険
料
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
、
本
法
の
諸
規
定
の
う
ち
、
当
事
者
の
協
定
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
相
互
保
険
の
場
合
に
は
、
組
合
の
発

　
行
す
る
保
険
証
券
の
諸
規
定
ま
た
は
組
合
の
規
則
お
よ
び
定
款
に
よ
っ

　
て
、
こ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
四
、
本
法
に
定
め
た
除
外
規
定
を
除
き
、
本
法
の
諸
規
定
は
相
互
保
険

　
に
適
用
さ
れ
る
。
（
英
法
八
五
条
）

第
九
篇
　
補

貝ll

第
九
二
条
　
（
被
保
険
者
に
よ
る
追
認
）
　
保
険
契
約
が
あ
る
者
に
よ
っ
て

　
他
の
者
の
た
め
に
善
意
に
締
結
さ
れ
る
場
合
に
は
、
自
己
の
た
め
に
保

　
険
契
約
が
締
結
さ
れ
る
者
は
、
損
害
発
生
の
事
実
を
知
っ
た
後
で
も
、

　
そ
の
契
約
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
英
法
八
六
条
）

第
九
三
条
　
（
合
意
ま
た
は
事
実
た
る
慣
習
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
黙
示



　
義
務
）
　
隔
、
海
上
保
険
契
約
上
、
法
の
含
意
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の

　
権
利
、
義
務
ま
た
は
責
任
が
生
ず
る
場
合
に
は
明
示
の
合
意
に
よ
り
、

　
ま
た
事
実
た
る
慣
習
が
契
約
両
当
事
者
を
拘
束
す
る
慣
習
で
あ
る
な
ら

　
ば
そ
の
慣
習
に
よ
り
、
こ
れ
を
否
定
ま
た
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
二
、
前
項
の
規
定
は
、
本
法
の
定
め
る
一
切
の
権
利
、
義
務
ま
た
は
責

　
任
で
あ
っ
て
合
意
に
よ
っ
て
合
法
的
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

　
に
も
、
適
用
さ
れ
る
。
（
英
法
八
七
条
）

第
九
四
条
　
（
相
当
な
期
問
そ
の
他
は
事
実
問
題
で
あ
る
）
本
法
中
に
相

　
当
な
期
間
、
相
当
な
保
険
料
ま
た
は
相
当
な
注
意
と
い
う
言
葉
を
使
用

　
し
て
い
る
場
合
に
は
、
何
を
も
っ
て
相
当
と
な
す
か
は
事
実
問
題
で
あ

　
る
。
（
英
法
八
八
条
）

第
九
五
条
　
（
保
険
申
込
害
ま
た
は
保
険
引
受
証
の
参
照
）
本
法
に
従
っ

　
て
保
険
証
券
が
発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
法
の
諸
規
定
は
、
訴
訟
手
続

　
き
に
お
い
て
保
険
申
込
書
、
保
険
引
受
証
そ
の
他
海
上
保
険
契
約
の
慣

　
用
覚
書
を
参
照
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
（
英
法
八
九
条
参
照
）
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第
三
六
条
　
ロ
イ
ズ
S
・
G
・
保
険
証
券

　
　
　
一
九
六
六
年
法
律
第
九
三
号
第
三
条
お
よ
び
第
一
付
則
に
よ
る
修
正

第
二
　
付
　
則

保
険
証
券
の
様
式

　
こ
こ
に
次
の
こ
と
を
承
認
す
る
。
　
「
　
　
」
は
「
　
　
」
自
身
の

名
に
お
い
て
、
お
よ
び
保
険
の
目
的
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
現
在
帰
属
し

も
し
く
は
帰
属
す
る
こ
と
あ
る
べ
ぎ
、
ま
た
は
将
来
帰
属
す
る
他
の
一
切

の
者
の
た
め
、
か
つ
、
そ
の
名
に
お
い
て
、
保
険
契
約
を
締
結
し
、
「

　
　
」
お
よ
び
上
記
一
切
の
者
を
し
て
、
既
に
滅
失
し
た
と
否
と
を
問
わ

な
い
と
い
う
条
件
で
、
「
　
　
」
に
お
い
て
お
よ
び
そ
こ
か
ら
「

　
」
ま
で
保
険
に
付
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
一
切
の
種
類
の
貨
物
お
よ
び

商
贔
、
な
ら
び
に
「
　
　
」
号
と
称
せ
ら
れ
る
堅
牢
な
船
舶
に
属
し
、

か
つ
、
こ
の
船
舶
の
中
に
あ
る
船
体
、
船
具
、
索
具
、
銃
器
、
弾
薬
、
砲

煩
、
ボ
ー
ト
お
よ
び
そ
の
他
の
船
備
品
に
つ
い
て
保
険
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
航
海
に
お
い
て
は
、
「
　
　
」
が
神
の
庇
護
の
下
に
船
長
で
あ

る
が
、
将
来
他
の
何
び
と
で
も
上
記
船
舶
の
船
長
と
し
て
乗
組
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
上
記
船
舶
ま
た
は
船
長
は
い
か
な
る
船
名
ま
た
は
姓
名

を
も
っ
て
現
在
呼
ば
れ
ま
た
将
来
呼
ぽ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
差
支
え
な

い
。
上
記
貨
物
お
よ
び
商
品
に
対
す
る
危
険
は
「
　
　
」
に
お
い
て
上

記
船
舶
に
そ
れ
が
積
込
ま
れ
た
時
に
始
ま
り
、
上
記
船
舶
そ
の
他
に
対
す

四
二

る
保
険
は
、
「
　
　
」
に
お
い
て
始
ま
り
、
船
舶
の
同
地
碇
泊
中
上
記

舶
船
そ
の
他
に
対
し
継
続
し
、
更
に
上
記
船
舶
が
そ
の
一
切
の
銃
器
、
船

具
、
索
具
等
な
ら
び
に
一
切
の
貨
物
お
よ
び
商
品
と
共
に
「
　
　
」
に

到
達
す
る
ま
で
継
続
す
る
。
更
に
上
記
船
舶
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
船
舶

が
投
錨
し
て
安
全
に
二
四
時
間
を
経
過
す
る
ま
で
、
貨
物
お
よ
び
商
品
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
上
記
の
地
に
荷
卸
し
さ
れ
て
安
全
に
陸
揚
げ
さ
れ
る

ま
で
継
続
す
る
。
上
記
船
舶
そ
の
他
は
、
本
航
海
に
お
い
て
は
、
「

　
」
い
か
な
る
港
ま
た
は
地
に
向
か
っ
て
進
航
し
、
出
帆
し
、
寄
港
し
、

か
つ
、
滞
泊
す
る
も
適
法
で
あ
っ
て
、
本
保
険
の
効
力
を
害
す
る
こ
と
は

な
い
。
上
記
船
舶
そ
の
他
、
貨
物
お
よ
び
商
品
そ
の
他
は
、
被
保
険
者
に

関
す
る
限
り
で
は
、
本
保
険
証
券
上
被
保
険
者
と
保
険
者
と
の
合
意
に
よ

っ
て
、
「
　
　
」
と
評
価
さ
れ
、
か
つ
、
将
来
も
評
価
さ
れ
る
も
の
と

す
る
。

　
本
航
海
に
お
い
て
、
当
保
険
者
等
が
満
足
し
て
担
保
す
る
危
険
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
海
国
有
の
危
険
、
軍
艦
、
火
災
、
外
敵
、
海

賊
、
漂
盗
、
強
盗
、
投
荷
、
捕
獲
免
許
状
、
報
復
捕
獲
免
許
状
、
襲
撃
、

海
上
に
お
け
る
占
有
奪
取
、
い
か
な
る
国
籍
・
状
況
お
よ
び
性
質
で
あ
る

と
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
国
王
・
君
主
お
よ
び
人
民
の
強
留
・
抑
止
お
よ
び

抑
留
、
船
長
お
よ
び
海
員
の
悪
行
、
お
よ
び
上
記
貨
物
商
品
お
よ
び
船
舶

そ
の
他
ま
た
は
そ
れ
ら
の
一
部
に
対
し
て
破
損
、
殿
損
ま
た
は
損
傷
を
生

ぜ
し
め
た
か
ま
た
は
生
ぜ
し
め
る
で
あ
ろ
う
そ
の
他
一
切
の
危
険
、
滅
失



お
よ
び
不
幸
で
あ
る
。
あ
る
滅
失
ま
た
は
不
幸
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
被

保
険
者
、
そ
の
代
理
人
、
使
用
人
お
よ
び
譲
受
人
が
上
記
貨
物
、
商
品
お

よ
び
船
舶
そ
の
他
ま
た
は
そ
れ
ら
の
一
部
の
防
衛
、
保
護
お
よ
び
回
復
の

た
め
に
万
全
の
努
力
を
な
す
こ
と
は
適
法
で
あ
っ
て
、
本
保
険
の
効
力
を

害
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
、
当
保
険
者
等
に
お
い

て
、
こ
こ
に
引
受
け
た
保
険
金
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
各
自
分
担
す
る
も

の
と
す
る
。
被
保
険
者
財
産
を
回
復
し
、
救
助
し
ま
た
は
保
存
す
る
た
め

の
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
の
行
為
は
委
付
の
放
棄
ま
た
は
承
諾
と
み
な

さ
れ
な
い
こ
と
を
特
に
宣
言
し
、
か
つ
、
約
束
す
る
。
当
保
険
者
等
は
、

こ
の
保
険
の
書
面
ま
た
は
証
券
が
冒
ζ
ハ
ー
ド
街
も
し
く
は
・
ー
ヤ
ル
・

エ
キ
ス
チ
ェ
ン
ジ
ま
た
は
ロ
ン
ド
ソ
の
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
従
来
作

成
さ
れ
た
最
も
確
実
な
保
険
の
書
面
ま
た
は
証
券
と
同
一
効
力
を
有
す
る

こ
と
を
約
束
す
る
。
そ
こ
で
当
保
険
者
等
は
、
以
上
の
諸
事
項
に
満
足

し
、
各
自
の
引
受
部
分
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
、
そ
の
遺
言
執
人
、
財
産

管
理
人
お
よ
び
譲
受
人
に
対
し
、
上
記
の
諸
事
項
の
真
正
な
履
行
を
な
す

こ
と
を
約
束
し
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
当
保
険
者
等
自
身
、
そ
の
相
続
人
、

遺
言
執
行
人
お
よ
び
財
産
を
拘
束
す
る
。
本
保
険
に
対
し
当
保
険
者
等
が

受
取
る
べ
き
対
価
が
「
　
　
　
」
の
割
合
を
も
っ
て
被
保
険
者
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
た
こ
と
を
言
明
す
る
。

　
よ
っ
て
証
拠
と
し
て
、
当
保
険
者
等
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
自
己
の
名

前
と
保
険
金
額
を
こ
こ
に
記
し
た
。
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注
意
－
雑
穀
、
魚
類
、
塩
、
果
実
、
穀
粉
お
よ
び
種
子
に
つ
い
て
は
海

損
を
担
保
し
な
い
。
た
だ
し
、
共
同
海
損
に
つ
い
て
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な

く
、
ま
た
船
舶
が
座
礁
し
た
場
合
も
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
ー
砂
糖
、
た

ば
こ
、
大
麻
、
亜
麻
、
お
よ
び
皮
革
に
つ
い
て
は
五
％
未
満
の
、
そ
の
他

め
一
切
の
貨
物
な
ら
び
に
船
舶
お
よ
び
運
送
賃
に
つ
い
て
は
三
％
未
満
の

海
損
を
担
保
し
な
い
。
た
だ
し
、
共
同
海
損
に
つ
い
て
は
こ
の
か
ぎ
り
で

な
く
、
ま
た
船
舶
が
座
礁
し
た
場
合
も
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

保
険
証
券
の
解
釈
に
関
す
る
規
則

　
文
脈
上
他
の
解
釈
を
要
し
な
い
場
合
に
は
、
前
掲
の
様
式
ま
た
は
こ
れ

と
同
様
な
様
式
の
保
険
証
券
の
解
釈
に
つ
い
て
本
法
の
定
め
た
規
則
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
滅
失
し
た
と
否
と
を
問
わ
な
い
」
ヘ
一
〇
馨
窪
胃
9
回
畠
評
）
　
保
険

　
の
目
的
が
「
滅
失
し
た
と
否
と
を
問
わ
な
い
」
と
い
う
条
件
で
保
険
に

付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
損
害
が
契
約
成
立
前
に
発
生
し
て
い
た
と

き
は
、
契
約
成
立
の
時
に
被
保
険
者
が
損
害
発
生
の
事
実
を
知
り
、
保

険
者
が
こ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
を
除
い
て
は
、
そ
の
保
険
契
約
は

有
効
で
あ
る
。

　
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
船
舶
が
被
保
険
航
海
の
た
め
に
発
航

す
る
ま
で
は
、
保
険
責
任
は
開
始
し
な
い
。

二
　
「
か
ら
」
（
陸
o
馨
）
　
保
険
の
目
的
が
特
定
の
地
「
か
ら
」
の
条
件

一
四
三
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三
　
　
「
に
お
い
て
お
よ
び
か
ら
」
（
暮
導
含
ぼ
o
暴
）
　
ー
船
舶
1

　
＠
　
船
舶
が
特
定
の
地
「
に
お
い
て
お
よ
び
そ
こ
か
ら
」
の
条
件
で
保

　
　
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
船
舶
が
契
約
成
立
の
時
に
安
全
に

　
　
そ
の
地
に
居
る
と
き
は
、
保
険
責
任
は
直
ち
に
開
始
す
る
。

　
⑥
　
船
舶
が
契
約
成
立
の
時
に
そ
の
地
に
居
な
い
と
き
は
、
船
舶
が
そ

　
　
の
地
に
安
全
に
到
達
す
る
と
同
時
に
保
険
責
任
が
開
始
す
る
。
こ
の

　
　
場
合
、
保
険
証
券
に
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
、
船
舶
が
到
達
後

　
　
の
特
定
の
期
間
に
つ
い
て
他
の
保
険
証
券
に
よ
っ
て
保
険
に
付
さ
れ

　
　
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
問
う
と
こ
ろ
で
な
い
。

　
f
運
送
賃
1
＠
　
用
船
料
が
特
定
の
地
「
に
お
い
て
お
よ
び
そ
こ
か
ら
」

　
　
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
契
約
成
立
の
時
に
船

　
　
舶
が
安
全
に
そ
の
地
に
居
る
と
き
は
、
保
険
責
任
は
直
ち
に
開
始
す

　
　
る
。
契
約
成
立
の
時
に
船
舶
が
そ
の
地
に
居
な
い
と
き
は
、
船
舶
が

　
　
そ
の
地
に
安
全
に
到
達
す
る
と
同
時
に
保
険
責
任
は
開
始
す
る
。

　
⑥
　
用
船
料
以
外
の
運
送
賃
が
特
別
の
条
件
な
し
で
支
払
わ
れ
る
場
合

　
　
に
お
い
て
、
そ
の
運
送
賃
が
特
定
の
地
「
に
お
い
て
お
よ
び
そ
こ
か

　
　
ら
」
の
条
件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
と
き
は
、
保
険
責
任
は
、
貨
物
ま

　
　
た
は
商
品
が
船
積
さ
れ
る
部
分
ご
と
に
開
始
す
る
。
た
だ
し
、
船
主

　
　
に
属
す
る
積
荷
ま
た
は
第
三
者
が
船
積
す
る
こ
と
を
船
主
と
契
約
し

　
　
た
積
荷
の
船
積
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
と
き
は
、
船
舶
が
そ
の
積
荷

　
　
を
受
取
る
準
備
を
整
え
る
と
同
時
に
保
険
責
任
が
開
始
す
る
。

一
四
四

四
　
「
そ
れ
ら
を
積
込
ん
だ
時
か
ら
」
（
融
o
目
簿
o
ご
践
ぼ
磯
爵
霞
8
騰
）

　
貨
物
ま
た
は
そ
の
他
の
動
産
が
「
そ
れ
ら
を
積
込
ん
だ
時
か
ら
」
の
条

件
で
保
険
に
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
責
任
は
、
か
か
る
貨
物
ま
た

　
は
動
産
が
実
際
に
船
舶
に
積
込
ま
れ
る
ま
で
は
開
始
し
な
い
。
保
険
者

　
は
陸
地
か
ら
船
舶
ま
で
運
送
さ
れ
て
い
る
間
の
貨
物
ま
た
は
動
産
に
つ

　
い
て
は
責
を
負
わ
な
い
。

五
　
「
安
全
な
陸
揚
げ
」
（
旨
諭
ξ
鼠
邑
a
）
　
貨
物
ま
た
は
そ
の
他
の

　
動
産
に
対
す
る
保
険
責
任
が
「
安
全
に
陸
揚
げ
」
さ
れ
る
ま
で
継
続
す

　
る
場
合
に
は
、
当
該
貨
物
ま
た
は
動
産
は
、
荷
卸
港
に
到
達
後
慣
習
的

　
方
法
に
よ
り
、
か
つ
、
相
当
の
期
間
内
に
陸
揚
げ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。
上
記
の
方
法
に
よ
り
か
つ
上
記
の
期
間
内
に
陸
揚
げ
さ
れ
な
け

　
れ
ば
、
保
険
責
任
は
終
了
す
る
。

六
　
「
寄
航
お
よ
び
滞
泊
」
（
ε
園
魯
彗
画
9
塁
）
　
特
別
な
許
可
ま
た

　
は
事
実
た
る
慣
習
が
な
い
か
ぎ
り
、
「
一
切
の
港
ま
た
は
地
に
」
寄
航

　
し
、
か
つ
、
滞
泊
す
る
自
由
は
、
発
航
港
か
ら
到
達
港
に
至
る
航
海
の

　
航
路
を
離
れ
る
こ
と
を
船
舶
に
許
す
も
の
で
は
な
い
。

七
　
「
海
固
有
の
危
険
」
（
冨
邑
の
亀
窪
㊦
・
8
の
）
「
海
固
有
の
危
険
」

　
と
い
う
言
葉
は
海
の
偶
然
な
事
故
ま
た
は
災
害
の
み
を
言
い
、
風
波
の

　
通
常
の
作
用
を
含
ま
な
い
。

八
　
「
海
賊
」
（
営
旨
酔
窃
）
「
海
賊
」
と
い
う
言
葉
は
、
暴
動
を
起
こ
す

　
旅
客
お
よ
び
陸
上
か
ら
船
舶
を
攻
撃
す
る
暴
徒
を
含
む
。



九
　
「
強
盗
」
（
夢
凶
零
霧
）
　
「
強
盗
」
と
い
う
言
葉
は
隠
密
な
窃
盗
、
ま

　
た
は
船
員
で
あ
る
と
旅
客
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
乗
船
者
の
誰
か
が
な
し

　
た
窃
盗
を
含
ま
な
い
。

一
〇
「
君
主
の
抑
止
」
（
冨
馨
轟
壁
駐
亀
胃
浮
。
窃
）
「
国
王
、
君
主
お
よ

　
び
人
民
の
強
留
等
」
と
い
う
言
葉
は
、
政
治
上
ま
た
は
行
政
上
の
行
為

　
を
指
し
、
騒
擾
ま
た
は
通
常
の
裁
判
上
の
訴
訟
手
続
き
に
よ
っ
て
生
ず

　
る
損
害
を
含
ま
な
い
。

二
「
船
員
の
悪
行
」
（
ず
讐
崔
＃
網
）
「
船
員
の
悪
行
」
と
い
う
言
葉
は
、

　
船
主
ま
た
は
場
合
に
よ
っ
て
は
用
船
者
に
損
害
を
及
ぼ
す
船
長
ま
た
は

　
海
員
の
故
意
に
な
し
た
一
切
の
不
正
行
為
を
含
む
。

一
二
「
そ
の
他
隔
切
の
危
険
」
（
鋒
一
〇
夢
霞
冨
旨
躍
）
「
そ
の
他
一
切
の

　
危
険
」
と
い
う
言
葉
は
保
険
証
券
に
特
に
記
載
さ
れ
た
危
険
と
同
種
類

　
の
危
険
の
み
を
含
む
。

一
三
「
共
同
海
損
を
除
く
海
損
」
（
零
霞
濃
o
…
ざ
宏
篶
審
冨
一
）
　
「
共

　
同
海
損
を
除
く
海
損
」
と
い
う
言
葉
は
共
同
海
損
以
外
の
保
険
の
目
的

　
の
分
損
を
意
味
し
、
「
特
別
費
用
」
を
含
ま
な
い
。

－
四
「
座
礁
し
た
」
（
。
駿
育
導
魁
＆
）
船
舶
が
座
礁
し
た
場
合
に
は
、
損
害

　
が
座
礁
に
起
因
し
な
い
と
き
で
も
、
保
険
者
は
免
責
損
害
に
つ
い
て
填

　
補
の
責
を
負
う
。
た
だ
し
、
座
礁
が
起
こ
っ
た
時
に
保
険
責
任
が
開
始

　
し
て
お
り
、
か
つ
、
貨
物
の
保
険
の
場
合
に
は
、
当
該
損
傷
貨
物
が
船

　
上
に
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
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嗣
五
「
船
舶
」
（
寮
σ
）
「
船
舶
」
と
い
う
言
葉
は
、
船
体
、
船
舶
資
材
、

礒
装
船
具
、
貯
蔵
品
な
ら
び
に
高
級
船
員
お
よ
び
普
通
船
員
用
の
食
料

品
を
含
み
、
特
殊
運
送
に
従
事
し
て
い
る
船
舶
の
場
合
に
は
そ
の
運
送

に
必
要
な
通
常
の
礒
装
を
含
み
、
ま
た
汽
船
の
場
合
に
は
機
械
、
汽
缶

お
よ
び
被
保
険
者
の
所
有
に
属
す
る
な
ら
ば
石
炭
お
よ
び
機
関
用
消
耗

品
を
も
含
む
。

一
六
「
運
送
賃
」
（
曽
㊦
蒔
犀
）
「
運
送
賃
」
と
い
う
言
葉
は
、
第
三
者
に

よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
運
送
賃
の
ほ
か
に
、
船
主
が
自
己
の
船
舶
を
使
用

し
て
自
己
の
貨
物
を
運
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
得
す
る
利
潤
を
含
む

が
、
旅
客
運
送
賃
を
含
ま
な
い
。

一
七
「
貨
物
」
（
讐
o
留
）
「
貨
物
」
と
い
う
言
葉
は
、
商
品
の
性
質
を
有

す
る
貨
物
を
意
味
し
、
身
の
廻
り
品
お
よ
び
船
内
で
使
用
す
る
食
料
品

お
よ
び
消
耗
品
を
含
ま
な
い
。

　
反
対
の
事
実
た
る
慣
習
が
な
い
か
ぎ
り
、
甲
板
積
積
荷
お
よ
び
生
き

た
動
物
は
、
特
に
そ
の
旨
を
明
示
し
て
保
険
に
付
す
る
こ
と
を
要
し
、

貨
物
と
い
う
総
括
名
称
で
保
険
に
付
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
四
五


